
1947年 昭和22年 40
1948年 　23年 39
1949年 　24年 41
1950年 　25年 52
1951年 　26年 87
1952年 　27年 78
1953年 　28年 67
1954年 　29年 77
1955年 　30年 80
1956年 　31年 80
1957年 　32年 114
1958年 　33年 142
1959年 　34年 185
1960年 　35年 224
1961年 　36年 226
1962年 　37年 257
1963年 38年 253
1964年 39年 265
1965年 40年 279
1966年 41年 350
1967年 42年 407
1968年 43年 420
1969年 44年 511
1970年 45年 580
1971年 46年 633
1972年 47年 586
1973年 48年 573
1974年 49年 480
1975年 50年 435
1976年 51年 374
1977年 52年 338
1978年 53年 331
1979年 54年 316
1980年 55年 317
1981年 56年 315
1982年 57年 327
1983年 58年 341
1984年 59年 354
1985年 60年 407
1986年 61年 380
1987年 62年 351
1988年 63年 390
1989年 平成元年 462
1990年 2年 450
1991年 3年 459
1992年 4年 481
1993年 5年 494
1994年 6年 421
1995年 7年 418
1996年 8年 385
1997年 9年 397
1998年 10年 353
1999年 11年 357
2000年 12年 328
2001年 13年 344
2002年 14年 331
2003年 15年 291
2004年 16年 266
2005年 17年 278
2006年 18年 239
2007年 19年 178
2008年 20年 210
2009年 21年 199
2010年 22年 205
2011年 23年 169
2012年 24年 142
2013年 25年 163
2014年 26年 132
2015年 27年 140
2016年 28年 150
2017年 29年 143
2018年 30年 122
2019年 令和元年 107
2020年 2年 84
2021年 3年 80
2022年 4年 91
2023年 5年 93
2024年 6年 94
2025年 7年 82

県 内 死 者 数 の 推 移



１　交通事故発生状況

(１) 概況

(２) 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

536,899 499,201 472,165 430,601 381,237 309,178 305,196 300,839 307,930 290,895 287,023

100 93 88 80 71 58 57 56 57 54 53

4,117 3,904 3,694 3,532 3,215 2,839 2,636 2,610 2,678 2,663 2,547

100 95 90 86 78 69 64 63 65 65 62

666,023 618,853 580,850 525,846 461,775 369,476 362,131 356,601 365,595 344,395 338,508

100 93 87 79 69 55 54 54 55 52 51

3.24 3.07 2.91 2.79 2.55 2.25 2.10 2.09 2.15 2.15 2.06

0.45 0.43 0.40 0.39 0.35 0.31 0.29 0.29 0.29 0.29 0.28

※1 指数は平成27年を100とした。

　2 参照人口は各都道府県資料(各年10月1日現在､令和7年は国勢調査年のため7月1日現在)による。

　3 参照車両台数は国土交通省資料(各年12月末現在)､原付一種､二種､小型特殊は総務省資料(各年7月1日現在)を

 　基にした警察庁資料による。

増 減 率

2,663 

- 1.3% 

- 4.4% 

- 1.7% 

増 減 数

-3,872 

-116 

-5,887 

290,895 

令 和 7 年 令 和 6 年

発 生 件 数

発 生 件 数

死 者 数

負 傷 者 数

287,023 

2,547 

338,508 

負 傷 者 数

指 数

344,395 

死
者
数

指 数

指 数

死 者 数

人口10万人当たり

車両1万台当たり

死者数

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

発
生
件
数(

件)

全 国 の 交 通 事 故第
１

発生件数は減少傾向で推移､令和７年は減少し､２年連続での減少となりました。

令和７年の死者数は、統計が残る昭和23年以降で最少となりました。

死
者
数(

人)

発生件数

－ 1 －



(３) 都道府県別死者数

100 人以上

29 人以下

50 人～ 99 人

30 人～ 49人

北海道 129

青森 27

岩手

39

宮城

38

秋田

33

山形

23

福島 53

東京 134

茨城

82

栃木

69群馬

48

122

千葉

埼玉125

神奈川 139

新潟

55

山梨

19

長野

44

静岡

72

富山30

福井 21
岐阜

55

愛知

112
三重

59

滋賀

54

京都

49

大阪 120

兵庫

98

奈

良

25

33

和歌山

鳥取 17島根

17
岡山

41広島 58

山口 31

徳島

19

香川

20

愛媛

46 高知 25
福岡

85

熊本

41

大分

41

宮崎

34
鹿 44

児

島

沖縄 40

長 29

崎

石川

32

佐賀

20

順位 都道府県 死 者 数 増 減 数 順位 都道府県 死 者 数 増 減 数

1 神 奈 川 139 +30 6 大 阪 120 -7 

2 東 京 134 -12 7 愛 知 112 -29 

3 北 海 道 129 +25 8 兵 庫 98 -11 

4 埼 玉 125 +12 9 福 岡 85 -6 

5 千 葉 122 -9 10 茨 城 82 -12 

11 静 岡 72 -16 

死者数は神奈川が139人で最も多く､茨城は82人で前年より12人減少しました。

茨城の全国順位は､令和６年のワースト第９位から､10位となりました。
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１　交通事故発生状況

(１) 概況

※ ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数。

(２) 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年
11,613 10,455 9,679 8,682 7,447 6,049 5,929 6,271 6,489 6,005 6,162

100 90 83 75 64 52 51 54 56 52 53
140 150 143 122 107 84 80 91 93 94 82
100 107 102 87 76 60 57 65 66 67 59

11位 8位 9位 10位 9位 11位 11位 9位 10位 9位 10位
15,135 13,441 12,344 10,965 9,372 7,455 7,243 7,699 7,885 7,456 7,603

100 89 82 72 62 49 48 51 52 49 50
4.80 5.16 4.94 4.23 3.73 2.93 2.80 3.20 3.29 3.35 2.94
13位 11位 6位 13位 16位 20位 21位 11位 12位 12位 14位
0.50 0.54 0.51 0.43 0.38 0.30 0.28 0.32 0.33 0.33 0.29
22位 13位 10位 22位 26位 34位 31位 18位 17位 18位 25位
2917.0 2907.3 2896.7 2882.9 2868.0 2867.0 2852.1 2841.1 2826.0 2810.0 2793.5

100 100 99 99 98 98 98 97 97 96 96
2057.7 2058.4 2057.6 2054.4 2047.6 2042.9 2041.9 2041.5 2041.7 2036.6 2029.7

100 100 100 100 100 99 99 99 99 99 99
2792.6 2803.5 2809.1 2814.0 2821.5 2824.9 2825.2 2831.4 2843.2 2847.3 2850.4

100 100 101 101 101 101 101 101 102 102 102
※1 指数は平成27年を100とした。
　2 表内順位は多い順。
　3 人口は県統計課資料(各年10月1日現在､令和7年は国勢調査年のため7月1日現在)による。
　4 免許人口は運転免許保有者数で､茨城県警察資料(各年12月31日現在)による。
　5 車両台数は国土交通省資料(各年12月末現在)､原付一種､二種､小型特殊は総務省資料(各年7月1日現在)を基にした
　 警察庁資料による。

指 数

令 和 7 年 令 和 6 年

6,162 

82 

+147 

6,005 

7,603 7,456 

80 91 

指 数

順 位

増 減 率

94 

+ 2.6% 

-12.8% 

+ 2.0% 

増 減 数

+157 発 生 件 数

死 者 数

負 傷 者 数

-12 

人口10万人当たり

車両1万台当たり

負 傷 者 数
指 数

順 位

死

者

数

指 数

人 口 ( 千 人 )

免許人口 (千人 )

車両台数 (千台 )

-11 -12.1% 死 亡

発 生 件 数
指 数

指 数
死 者 数

順 位

死者数

発生件数

 50

100

150

200

250

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

発
生
件
数(

件)

県 内 の 交 通 事 故第
２

発生件数は令和３年まで21年連続減少後､ほぼ横ばいで推移しています。

死者数は令和３年まで５年連続減少後､令和４年から３年連続で増加しましたが､令和７年は減少しました。

死
者
数(

人)
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(３) 地域・警察署別死者数

◎ 地域別死者数 ◎ 地域別死者数(人口10万人当たり)

※ 参照人口は県統計課資料(令和7年7月1日現在)による

６人以上

発生なし

１人～２人

３人～５人

県北地域

県央地域

鹿行地域

県南地域

県西地域

地域別では｢県央地域｣｢県西地域｣が最も多く､次いで｢県南地域｣となっています。

人口10万人当たりの死者数は｢県西地域｣が最も多く､次いで｢県央地域｣となっています。

水戸

13人

笠間

4人

3人 ひたちなか

那珂

3人

大宮

0人 太田

1人

大子

1人

日立

0人

高萩

4人

鉾田

2人

0人 鹿嶋

行方

2人

竜ケ崎

1人

牛久

4人

稲敷 3人

土浦 2人

石岡

3人

つくば

3人

筑西

5人

下妻

2人

桜川

3人
結城

2人

常総

4人

古河

4人

境

3人

5人

取手

高速隊 2人

神栖

3人

県央

23人

28.0%

県南

21人

25.6%

県西

23人

28.0%

鹿行

7人,8.5%

県北

6人,7.3%

高速道路等

2人,2.4%

死者数

82人

1.89人

3.60人

2.08人

4.03人

2.73人
2.94人

県北 県央 県南 県西 鹿行 平均
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(４) 警察署別発生状況･高齢者の死傷者数･人口･高齢者人口

順 順 順 順 順 順 順 順 順

水 戸 1 856 1 13 1 1,073 1 310,057 2 35.03 1 10 1 185 1 88,196 1 20.98 

笠 間 15 134 4 4 15 166 13 86,850 24 19.57 2 4 9 43 12 30,754 12 13.98 

ひたちなか 5 391 9 3 5 455 3 189,849 16 24.12 6 2 4 77 5 50,442 9 15.27 

那 珂 22 93 9 3 22 117 20 51,828 19 23.15 4 3 19 25 22 17,763 11 14.07 

大 宮 24 71 - - 24 96 25 36,080 13 26.61 - - 16 28 25 14,601 2 19.18 

太 田 24 71 23 1 25 88 23 44,077 22 20.19 13 1 24 19 20 19,035 25 9.98 

大 子 28 12 23 1 28 13 27 13,592 27 10.30 13 1 27 8 27 6,995 20 11.44 

日 立 6 321 - - 6 423 6 160,799 14 26.31 - - 7 65 3 55,113 18 11.79 

高 萩 23 91 4 4 23 115 17 63,713 26 18.68 6 2 15 31 15 24,461 16 12.67 

鉾 田 20 101 17 2 20 124 24 43,717 5 28.82 6 2 19 25 24 15,249 7 16.39 

鹿 嶋 21 100 - - 19 127 16 64,082 23 19.82 - - 24 19 17 20,985 26 9.05 

神 栖 10 220 9 3 10 265 12 93,341 6 28.71 13 1 12 37 16 23,310 8 15.87 

行 方 16 121 17 2 16 153 19 55,152 9 28.10 6 2 11 39 18 20,738 3 18.81 

竜 ケ 崎 13 171 23 1 13 196 15 81,579 15 24.15 13 1 12 37 13 26,490 13 13.97 

牛 久 7 285 4 4 7 362 8 133,820 11 27.35 2 4 8 51 8 39,467 15 12.92 

稲 敷 17 118 9 3 18 138 21 49,199 7 28.66 13 1 22 21 19 19,044 21 11.03 

土 浦 3 541 17 2 3 706 5 179,961 1 39.34 13 1 3 100 4 54,132 4 18.47 

石 岡 9 272 9 3 9 321 9 115,050 8 28.16 13 1 6 66 9 38,872 6 16.98 

つ く ば 2 588 9 3 2 719 2 262,006 10 27.56 6 2 5 71 6 48,928 10 14.51 

筑 西 14 152 2 5 14 183 11 96,545 25 19.47 4 3 17 27 10 32,065 27 8.42 

下 妻 19 105 17 2 20 124 18 61,338 21 20.54 6 2 21 23 21 18,860 17 12.20 

桜 川 26 60 9 3 27 80 26 35,612 18 23.31 13 1 26 16 26 13,653 19 11.72 

結 城 18 113 17 2 17 142 22 48,604 4 29.63 13 1 22 21 23 15,406 14 13.63 

常 総 11 190 4 4 11 234 10 109,844 20 21.67 6 2 14 34 11 31,615 22 10.75 

古 河 8 279 4 4 8 324 7 136,430 17 24.04 13 1 10 42 7 40,852 24 10.28 

境 12 177 9 3 12 216 14 81,891 12 26.74 13 1 17 27 14 25,892 23 10.43 

取 手 4 473 2 5 4 559 4 188,521 3 29.92 13 1 2 105 2 59,723 5 17.58 

高 速 隊 27 56 17 2 26 84 - - - - - - 27 8 - - - - 

※1 表内順位は多い順。
　2 人口､高齢者人口とも､県統計課資料(令和7年7月1日現在)による。
　3 警察署管轄区域は､令和7年12月31日現在である。

         

合 計 6,162 82 7,603 2,793,537 

発生件数 死者数 負傷者数 人 口
人口1万人
当 た り
死傷者数

高 齢 者

死 傷 者 数
人 口

人口1万人
当 た り
死傷者数うち死者

27.51 50 1,250 852,641 14.66 

発生件数､死者数､高齢者の死傷者数は｢水戸警察署｣､人口１万人当たり死傷者数では｢土浦警察署｣､高齢者の

人口１万人当たり死傷者数では｢水戸警察署｣が最も多くなっています。
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(５) 市町村別発生状況･高齢者の死傷者数･人口･高齢者人口

順 順 順 順 順 順 順 順 順

水 戸 市 1 737 1 13 1 911 1 265,840 4 34.76 1 10 1 159 1 72,039 2 22.07 

茨 城 町 21 95 - - 17 133 32 29,667 1 44.83 - - 23 19 32 11,047 9 17.20 

大 洗 町 41 24 - - 41 29 40 14,550 37 19.93 - - 39 7 41 5,110 22 13.70 

笠 間 市 14 114 5 3 14 144 12 70,312 31 20.91 2 3 9 39 11 23,798 12 16.39 

城 里 町 43 20 21 1 43 22 38 16,538 43 13.91 11 1 43 4 38 6,956 44 5.75 

ひたちなか市 4 321 5 3 5 377 4 152,289 22 24.95 6 2 5 64 5 40,860 15 15.66 

東 海 村 30 70 - - 33 78 28 37,560 32 20.77 - - 33 13 34 9,582 25 13.57 

那 珂 市 24 93 5 3 23 117 17 51,828 29 23.15 2 3 16 25 17 17,763 19 14.07 

常陸大宮市 28 71 - - 27 96 29 36,080 18 26.61 - - 14 28 24 14,601 5 19.18 

常陸太田市 28 71 21 1 29 88 23 44,077 36 20.19 11 1 23 19 15 19,035 37 9.98 

大 子 町 45 12 21 1 45 13 41 13,592 44 10.30 11 1 37 8 37 6,995 32 11.44 

日 立 市 4 321 - - 4 423 3 160,799 19 26.31 - - 4 65 2 55,113 30 11.79 

高 萩 市 38 32 21 1 38 40 35 25,107 42 16.33 11 1 34 11 33 9,785 34 11.24 

北 茨 城 市 33 59 5 3 34 75 26 38,606 35 20.20 11 1 22 20 23 14,676 24 13.63 

鉾 田 市 19 101 16 2 22 124 24 43,717 10 28.82 6 2 16 25 21 15,249 11 16.39 

鹿 嶋 市 20 100 - - 20 127 15 64,082 38 19.82 - - 23 19 14 20,985 39 9.05 

神 栖 市 8 220 5 3 8 265 9 93,341 11 28.71 11 1 11 37 13 23,310 14 15.87 

行 方 市 35 54 21 1 35 68 33 29,411 27 23.46 11 1 20 22 31 11,564 6 19.02 

潮 来 市 31 67 21 1 30 85 34 25,741 5 33.41 11 1 28 17 35 9,174 7 18.53 

龍 ケ 崎 市 12 158 - - 13 182 11 74,318 23 24.49 - - 12 33 12 23,398 18 14.10 

河 内 町 44 13 21 1 44 14 44 7,261 34 20.66 11 1 43 4 43 3,092 26 12.94 

牛 久 市 9 190 21 1 9 233 10 83,256 13 28.11 11 1 13 32 9 25,713 28 12.45 

阿 見 町 21 95 5 3 19 129 19 50,564 20 26.11 2 3 23 19 26 13,754 20 13.81 

稲 敷 市 23 94 5 3 25 110 30 35,663 6 31.69 11 1 28 17 25 14,333 29 11.86 

美 浦 村 41 24 - - 42 28 42 13,536 33 20.69 - - 43 4 42 4,711 40 8.49 

土 浦 市 3 461 21 1 3 594 5 141,653 3 42.00 - - 2 81 4 41,281 4 19.62 
かすみがうら市 26 80 21 1 24 112 27 38,308 9 29.50 11 1 23 19 29 12,851 16 14.78 

石 岡 市 11 165 5 3 11 191 14 68,482 12 28.33 11 1 7 42 10 23,927 8 17.55 

小 美 玉 市 16 107 - - 18 130 22 46,568 15 27.92 - - 18 24 22 14,945 13 16.06 

つ く ば 市 2 588 5 3 2 719 2 262,006 17 27.56 6 2 3 71 3 48,928 17 14.51 

筑 西 市 13 152 2 5 12 183 8 96,545 39 19.47 2 3 15 27 8 32,065 42 8.42 

下 妻 市 27 75 16 2 28 90 25 41,123 30 22.37 6 2 32 14 30 12,296 33 11.39 

八 千 代 町 39 30 - - 39 34 37 20,215 41 16.82 - - 36 9 40 6,564 21 13.71 

桜 川 市 32 60 5 3 32 80 31 35,612 28 23.31 11 1 30 16 27 13,653 31 11.72 

結 城 市 15 113 16 2 15 142 21 48,604 8 29.63 11 1 21 21 20 15,406 23 13.63 

常 総 市 17 106 3 4 16 137 16 58,306 25 24.18 6 2 19 23 16 18,283 27 12.58 
つくばみらい市 25 84 - - 26 97 18 51,538 40 18.82 - - 34 11 28 13,332 43 8.25 

古 河 市 6 279 3 4 6 324 6 136,430 26 24.04 11 1 7 42 6 40,852 36 10.28 

境 町 36 45 21 1 36 57 36 23,874 24 24.29 - - 41 6 36 7,125 41 8.42 

坂 東 市 18 104 21 1 20 127 20 50,506 21 25.34 - - 31 15 19 15,961 38 9.40 

五 霞 町 40 28 21 1 40 32 43 7,511 2 43.94 11 1 41 6 44 2,806 3 21.38 

取 手 市 7 270 5 3 7 323 7 103,325 7 31.55 11 1 6 60 7 35,901 10 16.71 

守 谷 市 10 170 16 2 10 194 13 70,051 14 27.98 - - 10 38 18 17,142 1 22.17 

利 根 町 37 33 - - 37 42 39 15,145 16 27.73 - - 39 7 39 6,680 35 10.48 

高速道路等 34 56 16 2 31 84 - - - - - - 37 8 - - - - 

※1 表内順位は多い順。
　2 人口､高齢者人口とも､県統計課資料(令和7年7月1日現在)による。
　3 市町村区域は､令和7年12月31日現在である。        

人口1万人
当 た り
死傷者数

50 1,250 852,641 

高 齢 者

発生件数 死者数 負傷者数 人 口
人口1万人
当 た り
死傷者数

人 口

27.51 14.66 

死 傷 者 数

うち死者

合 計 6,162 82 7,603 2,793,537 

発生件数､死者数は｢水戸市｣が最も多く､人口１万人当たり死傷者数は｢茨城町｣､高齢者の死傷者数は｢水戸市｣､

高齢者の人口１万人当たり死傷者数では｢守谷市｣が最も多くなっています。
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(６) 状態・年齢層別

　ア 死者数

運転中 同乗中 運転中 同乗中 運転中 同乗中 運転中 同乗中 横断中 その他 前年比 男 性 女 性

 1     1  1   3 + 2 1 2  

16～19歳  1  1 2       4 + 3 3 1  

20～24歳             - 4    

 1  1 2       4 - 1 3 1  

4           4 - 2 3 1  

30～34歳 1      1     2 + 2 1 1  

35～39歳 1           1 + 1 1   

2      1     3 + 3 2 1  

40～44歳 3  1         4 - 4 4   

45～49歳          1  1 - 5 1   

3  1       1  5 - 9 5   

50～54歳 1 2 1       1  5 + 1 3 2  

55～59歳 2         2  4 - 2 4   

3 2 1       3  9 - 1 7 2  

2  1       1  4  3 1  

65～69歳 1 1       1   3 + 1 2 1  

70～74歳 6 1   1  2  1   11 + 2 7 4  

75～79歳 2 1 1  2  1  3 2  12 + 4 7 5  

80歳以上 6 3   1  3  9 2  24 -11 13 11  

15 6 1  4  6  14 4  50 - 4 29 21  

29 10 4 1 6  8  15 9  82 -12 53 29  

 + 3 - 5  + 5  - 5  - 9 - 1  -12 

男 性 25 4 4  3  4  5 8  53 -13 

女 性 4 6  1 3  4  10 1  29 + 5 

幼 児         1   1 + 1  1  

小 学 生  1          1  1   

中 学 生                 

高 校 生  1  1 2  1     5 + 4 3 2  

内

数

前 年 比

合 計

 

内 数の
　
人

そ
の
他

自 動 二 輪 原 付 自 転 車 歩 行 者四 輪 車 合 計

青
少
年

15 歳 以 下

小 計

50
歳
代

60 ～ 64 歳

高

齢

者

25 ～ 29 歳

小 計

30
歳
代

小 計

小 計

40
歳
代

小 計

状態別では｢四輪車運転中｣(29人)が35.4％を占め最も多く､次いで｢歩行者横断中｣(15人､18.3％)となって

います。

年齢層別では｢高齢者｣(65歳以上)が50人で61.0％を占め､最も多くなっています。

※1 ｢青少年｣は16～24歳､｢高齢者｣は65歳以上で､内数である。

2 ｢その他の人｣とは、道路外にいた者や建物・物件内にいた者等をいう。
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　(ア) 状態別

　(イ) 四輪車 (ウ) 二輪車(自動二輪及び原付)

　(エ) 自転車 (オ) 歩行者

 

｢高齢者｣が53.8％を占めています。

自転車

8人

歩行者

24人

15歳以下

4.2%

青少年

0.0%

25～29歳

0.0%

30歳代

0.0%

40歳代

4.2%

50歳代

12.5%
60～64歳

4.2%

高齢者

75.0%

15歳以下

12.5%

青少年

0.0%
25～29歳

0.0%

30歳代

12.5%

40歳代

0.0%

50歳代

0.0%

60～64歳

0.0%

高齢者

75.0%

四輪車

39人

二輪車

11人

15歳以下

0.0%

青少年

27.3%

25～29歳

0.0%

30歳代

0.0%

40歳代

9.1%

50歳代

9.1%

60～64歳

9.1%

高齢者

45.5%

15歳以下

2.6%
青少年

2.6%

25～29歳

10.3%
30歳代

5.1%

40歳代

7.7%

50歳代

12.8%

60～64歳

5.1%

高齢者

53.8%

｢高齢者｣が75.0％を占めています。

四輪車

39人

47.6%

二輪車

11人

13.4%

自転車

8人

9.8%

歩行者

24人

29.3%

その他の人

0.0%

死者数

82人

39人

11人
8人

24人

四輪車 二輪車 自転車 歩行者 その他の人

｢四輪車｣が39人で47.6％を占め最も多くなっています。

｢高齢者｣が45.5％を占めています。

｢高齢者｣が75.0％を占めています。
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　イ 負傷者数

運転中 同乗中 運転中 同乗中 運転中 同乗中 運転中 同乗中 横断中 その他 前年比 男 性 女 性

 245  1  1 174  46 20 2 489 + 9 298 191  

16～19歳 67 92 27 6 50 1 188  15 8  454 +44 283 171  

20～24歳 335 118 28 4 24  63  20 12 1 605 +24 342 263  

402 210 55 10 74 1 251  35 20 1 1,059 +68 625 434  

389 88 18  11  53  21 16  596 - 7 344 252  

30～34歳 378 85 14 1 9  32  16 23 2 560 -15 311 249  

35～39歳 452 76 9  1  27  21 17 4 607 -34 344 263  

830 161 23 1 10  59  37 40 6 1,167 -49 655 512  

40～44歳 462 71 16 1 8  30  27 24  639 +19 348 291  

45～49歳 526 71 27 1 12  34  25 17 1 714 -21 391 323  

988 142 43 2 20  64  52 41 1 1,353 - 2 739 614  

50～54歳 544 82 25  6  31  30 27 1 746 +58 417 329  

55～59歳 426 61 27  8  25  15 14 1 577 +36 337 240  

970 143 52  14  56  45 41 2 1,323 +94 754 569  

276 55 17  4  28  17 19  416 +10 233 183  

65～69歳 212 51 7  3  29  24 10 2 338 +11 168 170  

70～74歳 187 41 5  4  26  22 22 1 308 -35 142 166  

75～79歳 117 54   4  34  35 21  265 + 8 123 142  

80歳以上 78 60   9  57  55 28 2 289 +40 139 150  

594 206 12  20  146  136 81 5 1,200 +24 572 628  

4,449 1,250 220 14 153 2 831  389 278 17 7,603 +147 4,220 3,383  

+67 +19 +19 + 5 -11  +49 - 2 +18 -20 + 3 +147

男 性 2,510 471 206 6 115  514  214 178 6 4,220 +41

女 性 1,939 779 14 8 38 2 317  175 100 11 3,383 +106

幼 児  65       3 3  71 -18 42 29  

小 学 生  114  1   46  31 13  205 +39 129 76  

中 学 生  49    1 95  7 3 2 157 -16 95 62  

高 校 生 2 69 12 3 37 1 197  15 7  343 +48 213 130  

小 計

50
歳
代

小 計

60 ～ 64 歳

歩 行 者 の
　
人

そ
の
他

40
歳
代

内 数四 輪 車 自 動 二 輪 原 付 自 転 車 合 計

30
歳
代

小 計

青
少
年

小 計

15 歳 以 下

内

数

高

齢

者
小 計

合 計

前 年 比

 

25 ～ 29 歳

状態別では｢四輪車運転中｣(4,449人)が58.5％を占め最も多く､次いで｢四輪車同乗中｣(1,250人)となっていま

す。

年齢層別では｢40歳代｣(1,353人)が最も多く､次いで｢50歳代｣(1,323人)となっています。

※1 ｢青少年｣は16～24歳､｢高齢者｣は65歳以上で､内数である。

2 ｢その他の人｣とは、道路外にいた者や建物・物件内にいた者等をいう。
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(７) 月別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

540 466 460 477 451 482 511 501 473 568 514 719 6,162  

12 6 2 10 6 5 3 3 5 8 12 8 80  

12 6 2 11 6 5 4 3 5 8 12 8 82  

683 567 575 571 554 586 629 627 588 694 641 888 7,603  

※1 ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数。 2 月区分は計上月による。

(８) 曜日別

 

 

 

 

合 計

6,162 

80 

82 

7,603 

死 亡

発生件数

死 者 数

負傷者数

発生件数

死 者 数

負傷者数

死 亡

死者数

発生件数

  5

 10

 15

 20

200

400

600

800

発
生
件
数(

件)

死者数

発生件数は｢12月｣が最も多く､｢５月｣が最も少なくなっています。

死者数は｢１月｣｢11月｣が最も多く､｢３月｣が最も少なくなっています。

発生件数は｢金曜｣が最も多く､｢日曜｣が最も少なくなっています。

死者数は｢月曜｣が最も多く､｢日曜｣が最も少なくなっています。

日 曜 月 曜 火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

740 880 866 876 920 1,029 851 

6 16 9 11 14 12 12 

6 16 9 12 15 12 12 

1,033 1,044 1,020 1,037 1,077 1,219 1,173 

死
者
数(

人)

死
者
数(

人)

発生件数

  5

 10

 15

 20

 25

 30

200

400

600

800

1,000

発
生
件
数(

件)
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(９) 時間･昼夜別

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

80 53 83 687 784 729 673 783 1,031 805 317 137 6,162  

6 3 8 7 1 9 5 11 13 9 5 3 80  

6 3 8 7 1 9 6 11 13 10 5 3 82  

99 59 90 784 928 898 894 1,030 1,288 961 399 173 7,603  

※1 ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数。 2 昼夜の区分は､日の出､日没を基準とした。

(10) 道路形状別

 

 

 

 

※ ｢交差点付近｣は､交差点の側端から約30ｍ以内の道路をいう。

合 計

発生件数

死 者 数

負傷者数

発生件数

死 亡

6,162 

80 

82 

7,603 

死 者 数

負傷者数

死 亡

死者数

発生件数

  5

 10

 15

 20

 25

200

400

600

800

1,000

発
生
件
数(

件)

時間別では発生件数､死者数とも｢16～18時｣が最も多くなっています。

昼夜別では発生件数､死者数とも｢昼間｣(発生件数構成率72.2％､死者数54.9％)が多くなっています。

交 差 点 交差点付近 カ ー ブ 直 線 踏 切 そ の 他

2,476 988 253 2,005 - 440 

31 4 11 31 - 3 

33 4 11 31 - 3 

2,891 1,261 346 2,587 - 518 

発生件数､死者数とも｢交差点｣､｢直線｣の順に多くなっています。

死
者
数(

人)

3.7%

0.0%

37.8%

13.4%

4.9%

40.2%

7.1%

0.0%

32.5%

4.1%

16.0%

40.2%

その他

踏 切

直 線

カーブ

交差点付近

交差点

発生件数 死者数構成率

72.2%

54.9%

27.8%

45.1%

発生件数

死者数

昼夜構成率

昼間 夜間

昼 間 夜 間

4,448 1,714

43 37

45 37

5,510 2,093

発生件数

死 者 数

負傷者数

死 亡
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(11) 第１当事者の原因別

1,607 566 338 195 358 344 9 9 303 29 867 1,537 6,162  

18 14 11 7 5 5 5 3 2 2 1 7 80  

18 16 11 7 5 5 5 3 2 2 1 7 82  

2,222 677 428 271 467 345 16 9 373 29 985 1,781 7,603  

※ ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数。

(12) 事故類型別

通行中 横断中 その他 正面衝突 追 突 出会い頭 右折時 その他 工作物 逸 脱 その他

91 399 181 246 2,121 1,679 545 809 58 3 30 - 6,162  

5 15 3 9 4 21 - 2 15 3 3 - 80  

5 15 3 9 4 23 - 2 15 3 3 - 82  

88 390 183 337 2,915 1,996 649 944 69 - 32 - 7,603  

死 亡

負傷者数

発生件数

合 計
優先通
行妨害

安全
速度

安全
不確認

その他
の違反

発生件数

死 者 数

酒酔い

死 亡

死 者 数

負傷者数

合 計
人 対 車 両 車 両 相 互 車 両 単 独

列 車

前方
不注意

一時
不停止

運転操
作不適

右側
通行

信号
無視

歩行者
妨害

最高
速度

発生件数構成率

死者数構成率

発生件数構成率

死者数構成率

1
.
5
%

6
.
5
%

2
.
9
%

4
.
0
%

3
4
.
4%

2
7
.
2%

8
.
8
%

1
3
.
1%

0
.
9
%

0
.
0
%

0
.
5
%

6
.
1
%

1
8
.
3%

3
.
7
%

1
1
.
0%

4
.
9
%

2
8
.
0%

2
.
4
%

1
8
.
3%

3
.
7
%

3
.
7
%

10%

20%

30%

構
成
率(

％)

発生件数は｢前方不注意｣が最も多く､次いで｢安全不確認｣となっています。

死者数では｢前方不注意｣が最も多く､次いで｢一時不停止｣となっています。

発生件数は｢車両相互｣が87.6％を占め､特に｢追突｣､｢出会い頭｣が多くなっています。

死者数では｢車両相互｣が46.3％を占め､特に｢出会い頭｣が多くなっています。

10.9%

28.0%

87.6%

46.3%

1.5%

25.6%

発生件数

死者数

車両相互

車両単独人対車両

2
6
.
1%

9
.
2
%

5
.
5
%

3
.
2
%

5
.
8
%

5
.
6
%

0
.
1
%

0
.
1
%

4
.
9
%

0
.
5
%

1
4
.
1%

2
4
.
9%2
2
.
0% 1
9
.
5%

1
3
.
4%

8
.
5
% 6
.
1
%

6
.
1
%

6
.
1
%

3
.
7
%

2
.
4
%

2
.
4
%

1
.
2
%

8
.
5
%

10%

20%

30%

構
成
率(

％)
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(13) 路線別

死 亡

4号 52 2 2 70 

6号 485 3 3 655 

50号 195 3 3 264 

51号 110 1 1 148 

118号 53 1 1 76 

123号 19 - - 22 

124号 71 - - 90 

125号 146 2 2 184 

245号 57 - - 83 

293号 24 - - 36 

294号 110 2 2 137 

349号 55 2 2 81 

354号 133 1 1 179 

355号 71 3 3 87 

408号 77 1 1 92 

461号 5 1 1 6 

1,663 22 22 2,210 

1,032 10 10 1,299 

736 13 13 880 

1,768 23 23 2,179 

2,313 31 33 2,723 

56 2 2 84 

362 2 2 407 

6,162 80 82 7,603 
※1 ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数。 2 ｢高速道路等｣には指定自動車専用道路を含む。

    

(14) 第１当事者の年齢層別

20歳未満 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60 歳 代 70歳以上 不 明 合 計

237 1,091 730 870 958 797 1,334 145 6,162 1,736  

6 13 6 7 11 11 26 - 80 32  

6 13 7 7 12 11 26 - 82 32  

305 1,369 913 1,086 1,170 968 1,622 170 7,603 2,105  

※1 ｢死者数｣及び｢負傷者数｣は､各年齢層による事故の全被害で､本人が死傷しているとは限らない。
　2 ｢高齢者｣は65歳以上で内数である。

負 傷 者 数

国

道

発 生 件 数

死 亡

死 者 数

県

道

発 生 件 数
死 者 数 負傷者数

合 計

市 町 村 道

高速道路等

そ の 他

う ち
高 齢 者

主要地方道

一般県道

小 計

小 計

発生件数

死者数

 10

 20

 30

 40

 50

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

発
生
件
数(

件)

国道

26.8%

県道

28.0%

市町村道

40.2%

高速道路等

2.4%

その他

2.4%

国道

27.0%

県道

28.7%

市町村道

37.5%

高速道路等

0.9%

その他

5.9%

発生件数､死者数とも｢市町村道｣が最も多くなっています。

国道路線別では発生件数は｢６号｣が最も多く､死者数は｢６号｣｢50号｣｢355号｣が最も多くなっています。

発生件数､死者数とも｢70歳以上｣が最も多く､次いで｢20歳代｣となっています。

発生件数

死者数

死
者
数(

人)
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２ 死亡事故・全国との比較

(１) 第１当事者の原因別件数

18 14 11 7 5 5 5 3 2 2 1 7 80  

22.5% 17.5% 13.8% 8.8% 6.3% 6.3% 6.3% 3.8% 2.5% 2.5% 1.3% 8.8% 100.0%  

618 84 330 88 111 203 93 16 80 33 244 595 2,495  

24.8% 3.4% 13.2% 3.5% 4.4% 8.1% 3.7% 0.6% 3.2% 1.3% 9.8% 23.8% 100.0%  

(２) 事故類型別件数

通行中 横断中 その他 正面衝突 追 突 出会い頭 右折時 その他 工作物 逸 脱 その他

5 15 3 9 4 21 - 2 15 3 3 - 80  

6.3% 18.8% 3.8% 11.3% 5.0% 26.3% - 2.5% 18.8% 3.8% 3.8% - 100.0%  

81 549 213 228 140 292 127 124 438 153 115 35 2,495  

3.2% 22.0% 8.5% 9.1% 5.6% 11.7% 5.1% 5.0% 17.6% 6.1% 4.6% 1.4% 100.0%  

車 両 相 互 車 両 単 独
列 車 合 計

全 国

茨 城

構 成 率

全 国

前方
不注意

一時
不停止

運転操
作不適

右側
通行

安全
不確認

その他
の違反

人 対 車 両

合 計

構 成 率

構 成 率

信号
無視

歩行者
妨害

最高
速度

酒酔い
優先通
行妨害

安全
速度

茨 城

構 成 率

茨城

全国

茨城
全国

28.8%

33.8%

45.0%

36.5%

26.3%

28.3% 1.4%

茨城

全国

全国構成率に比べ､特に｢一時不停止｣(＋14.1ポイント)､｢右側通行｣(＋5.3ポイント)が高くなっています。

全国構成率に比べ｢車両相互｣(＋8.5ポイント)が高く､｢人対車両｣(－5.0ポイント)は低くなっています。

小類型では特に｢出会い頭｣(＋14.6ポイント)が高くなっています。

列車

車両相互 車両単独人対車両

5%

10%

15%

20%

25%

構
成
率(

％)

10%

20%

30%

40%

構
成
率(

％)
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(３) 道路形状別件数

 

 

 

 

※ ｢交差点付近｣とは､交差点の側端から30ｍ以内の道路の部分をいう。

(４) 年齢層別死者数

50  

61.0%  

1,423  

55.9%  

※ ｢高齢者｣は65歳以上で内数である。

構 成 率 100.0%

全 国 2,547 

合 計

茨 城 82 

合 計

構 成 率

茨 城 80 

構 成 率 100.0%

100.0%

2,495 全 国

構 成 率 100.0%

う ち
高齢者

茨城 全国

全国構成率に比べ､特に｢直線｣(＋7.0ポイント)が高く､｢交差点付近｣(－6.3ポイント)は低くなっています。

5.7%

1.4%

31.8%

14.0%

11.3%

35.8%

3.8%

38.8%

13.8%

5.0%

38.8%

その他

踏 切

直 線

カーブ

交差点付近

交差点

茨城 全国

交 差 点 交差点付近 カ ー ブ 直 線 踏 切 そ の 他

31 4 11 31 - 3 

38.8% 5.0% 13.8% 38.8% - 3.8%

894 281 350 794 35 141 

35.8% 11.3% 14.0% 31.8% 1.4% 5.7%

20歳未満 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60 歳 代 70 歳 代 80歳以上

7 4 3 5 9 7 23 24 

8.5% 4.9% 3.7% 6.1% 11.0% 8.5% 28.0% 29.3%

123 208 122 200 303 336 558 697 

4.8% 8.2% 4.8% 7.9% 11.9% 13.2% 21.9% 27.4%

全国構成率に比べ､特に｢70歳代｣(＋6.1ポイント)が高く､｢60歳代｣(－4.7ポイント)は低くなっています。

構成率

10%

20%

30%

構
成
率(

％)
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(５) 時間別死者数

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

6 3 8 7 1 9 6 11 13 10 5 3 82  

7.3% 3.7% 9.8% 8.5% 1.2% 11.0% 7.3% 13.4% 15.9% 12.2% 6.1% 3.7% 100.0%  

157 127 221 213 238 257 210 248 283 257 188 148 2,547  

6.2% 5.0% 8.7% 8.4% 9.3% 10.1% 8.2% 9.7% 11.1% 10.1% 7.4% 5.8% 100.0%  

(６) 昼夜別死者数

昼間 夜間 合 計

45 37 82  

54.9% 45.1% 100.0%  

1,337 1,210 2,547  

52.5% 47.5% 100.0%  

※ 昼夜の区分は､日の出､日没を基準とした。

構 成 率

全 国

構 成 率

茨 城

構 成 率

茨 城

構 成 率

全 国

茨城 全国 昼間

52.5%

夜間

47.5%
昼間

54.9%

夜間

45.1%

全国構成率に比べ､特に｢16～18時｣(＋4.8ポイント)が高く､｢8～10時｣(－8.1ポイント)は低くなっていま

す。

全国構成率に比べ｢昼間｣(＋2.4ポイント)が高く､｢夜間｣(－2.4ポイント)は低くなっています。

茨城 全国

5%

10%

15%

構
成
率(

％)
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

136 138 152 118 107 68 65 77 78 77 69 

1.2% 1.3% 1.6% 1.4% 1.4% 1.1% 1.1% 1.2% 1.2% 1.3% 1.1%

13 21 16 6 6 4 10 5 5 5 8 

9.6% 14.4% 11.4% 4.9% 5.7% 4.8% 12.7% 5.7% 5.4% 5.5% 10.0%

14 24 16 6 7 4 10 6 5 5 8 

10.0% 16.0% 11.2% 4.9% 6.5% 4.8% 12.5% 6.6% 5.4% 5.3% 9.8%

2位 1位 1位 8位 6位 12位 1位 5位 6位 12位 3位

182 193 216 171 152 89 82 99 107 103 94 

1.2% 1.4% 1.7% 1.6% 1.6% 1.2% 1.1% 1.3% 1.4% 1.4% 1.2%

構成率

ワースト順位

構成率

発 生 件 数

う ち 死 亡

負 傷 者 数

構成率

構成率

死 者 数

死者数

  5

 10

 15

 20

 25

 30

 35

50

100

150

発
生
件
数(

件)

飲 酒 運 転 に よ る 交 通 事 故第
３

発生件数は､統計資料の残る昭和42年以降で最少となる令和３年まで減少傾向で推移後､翌４年から２年連

続で増加しましたが､令和６年からは２年連続で減少しました。

死者数は増減を繰り返して推移､令和７年は増加しました。

令和７年の死者数全国順位は､ワースト第３位でした。

死
者
数(

人)

※1 ｢発生件数｣は､身体に酒気を帯びた状態で原付以上の車両を運転していた者が､第１当事者となった交通事故の件数
で､｢死亡｣は死亡事故件数で内数である。
2 ｢死(負傷)者数｣は､前記交通事故による全ての死(負傷)者数をいい､飲酒運転者本人の死傷を含む。
3 ｢構成率｣は､全交通事故(発生件数､死亡事故件数､死者数､負傷者数)に占める割合である。
4 飲酒運転の罰則強化等を含む改正道交法施行は､平成14年6月､平成19年9月､平成21年6月の計3回である。
5 飲酒運転による死者数の全国ワースト第１位は､過去９回(平成3年､5年､7年､9年､10年､11年､28年､29年､令和3年)で､
都道府県別の統計資料は､平成2年以降現存している。

発生件数
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２ 月別

1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 合 計

6 3 4 5 5 8 2 5 6 10 6 9 69  

1 1 - 1 1 1 - - - 1 1 1 8  

1 1 - 1 1 1 - - - 1 1 1 8  

8 2 4 6 8 8 2 5 14 15 9 13 94  

※1 ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数である。2 月区分は計上月による。

３ 曜日・昼夜別

69  

8  

8  

94  

※ 昼夜の区分は､日の出､日没時刻を基準とした。

合 計

死 亡

発生件数

死 者 数

負傷者数

発生件数

死 者 数

負傷者数

死 亡

夜死者数 昼死者数

死者数

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

2

4

6

8

10

12

14

発
生
件
数(

件)

  1

  2

  3

  4

2

4

6

8

10

発
生
件
数(

件)

発生件数は｢10月｣(10件)が最も多く､次いで｢12月｣(９件)となっています。

死者数は｢１月｣｢２月｣｢４月｣｢５月｣｢６月｣｢10月｣｢11月｣｢12月｣が各１人となっています。

死
者
数(

人)

昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜

6 6 6 5 7 14 4 2 3 1 6 6 1 2 

- 1 - - 1 1 1 2 - - - 2 - - 

- 1 - - 1 1 1 2 - - - 2 - - 

6 7 13 6 14 20 5 1 6 1 6 5 1 3 

土 曜金 曜 日 曜 月 曜 火 曜 水 曜 木 曜 金

発生件数は｢日曜から月曜にかけての夜｣が最も多く､次いで｢日曜日の昼｣となっています。

死者数は｢月曜から火曜にかけての夜｣｢水曜から木曜にかけての夜｣(各２人)が最も多くなっています。

死
者
数(

人)

発生件数

発生件数
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４ 第１当事者の年齢層別

 

 

 

※1 ｢死亡｣は死亡事故件数で､発生件数の内数である。2 ｢高齢者｣は65歳以上で内数である。

５ 事故類型別

負傷者数

死 者 数

死 亡

94 

発生件数

8 

8 

合 計

69 

発生件数

死 者 数

負傷者数

死 亡

正面衝突 追 突 出会い 頭 右 折 時 そ の 他

1 11 29 8 9 7 4 - 

1 1 1 2 - - 3 - 

1 1 1 2 - - 3 - 

- 14 45 15 9 10 1 - 

車 両 相 互
人対車両 車両単独 列 車

死者数

死者数

  1

  2

  3

  4

  5

  6

10

20

30

発
生
件
数(

件)

  1

  2

  3

  4

5

10

15

発
生
件
数(

件)

発生件数は｢50歳代｣(16件)が最も多く､次いで｢20歳代｣(13件)となっています。

死者数は｢30歳代｣｢50歳代｣(各２人)が最も多くなっています。

20歳未満 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60 歳 代 70歳以上 合 計 うち高齢者

4 13 10 12 16 8 6 69 9 

1 1 2 1 2 - 1 8 1 

1 1 2 1 2 - 1 8 1 

3 19 23 13 19 9 8 94 12 

死
者
数(

人)

発生件数

発生件数は｢追突｣(29件)が最も多く､次いで｢正面衝突｣(11件)となっています。

死者数は｢車両単独｣(３人)が最も多くなっています。

発生件数
死
者
数(

人)
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６ 全国との比較(死亡事故件数)

酒酔い 酒 気 帯 び 他飲酒あり 小 計

3 3 2 8 66 74  

4.1% 4.1% 2.7% 10.8% 89.2% 100.0%  

14 81 57 152 2,105 2,257  

0.6% 3.6% 2.5% 6.7% 93.3% 100.0%  

構 成 率

構 成 率

飲 酒 運 転
合 計

茨 城

全 国

飲酒なし等

原 付 以 上 の 第 １ 当 事 者 運 転 者

全国

4.1% 4.1%

2.7%

10.8%

0.6%

3.6%

2.5%

6.7%

 2%

 4%

 6%

 8%

10%

12%

酒酔い 酒気帯び 他飲酒あり 飲酒あり小計

構
成
率(

％)

全国茨城

原付以上の運転者が第１当事者となった､全死亡事故に占める飲酒運転の割合(構成率)を全国と比較すると､

4.1ポイント高くなっています。

※1 対象は､原付以上の運転者が第１当事者となった死亡事故件数である。
2 ｢酒酔い｣とは､アルコールの影響により正常な運転ができないおそれがある状態をいう。
3 ｢酒気帯び｣とは､身体に政令で定める数値以上のアルコールを保有する状態をいう。
4 ｢他飲酒あり｣とは､上記2､3､以外で身体に酒気を帯びた状態等をいう。
5 ｢飲酒なし等｣には､｢調査不能｣を含む。

飲酒運転

10.8%

飲酒なし等

89.2%

飲酒運転

6.7%

飲酒なし等

93.3%

茨城
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

411 358 324 282 239 177 158 176 174 167 206 

2.7% 2.6% 2.6% 2.5% 2.5% 2.3% 2.2% 2.3% 2.2% 2.2% 2.7%

 1  1  2   2 1 1 

 0.7%  0.8%  2.4%   2.2% 1.1% 1.2%

２ 死傷者数

(１) 状態・学年別

(1) 115 
  1 
  46 
   
  31 
  13 
   
(1) 206 

二 輪 車

その他

同乗中
運転中

横断中

構成率

四 輪 車

う ち 死 者 数

自転車

歩行者

死 傷 者 数

構成率

合 計

そ の 他 の 人
合 計

死傷者数

死者数

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

  8

100

200

300

400

死
傷
者
数(

人)

小 学 生 が 関 係 し た 交 通 事 故第
４

死傷者数は過去最少の令和３年まで減少後､翌４年に増加以降は､令和５年から２年連続で減少しましたが、

令和７年は増加しました。

過去10年間の死者数では､令和２年と令和５年(各２人)が最も多くなっています。

※1 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
2 ｢構成率｣は､全交通事故(死者数､死傷者数)に占める割合である。

(1) 21   17   22   22   15   18 

  1   -   -   -   -   - 

  3   2   10   9   8   14 

  -   -   -   -   -   - 

  5   4   8   4   8   2 

  6   2   3   1   1   - 

  -   -   -   -   -   - 

(1) 36   25   43   36   32   34 

1 年 生 2 年 生 3 年 生 4 年 生 5 年 生 6 年 生

※1 ( )内は死者数で内数である。
2 ｢四輪車｣｢二輪車｣はすべて同乗中である。
3 ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等をいう。

四輪車

自転車

歩行者

10

20

30

40

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

死
傷
者
数(

人)

死
者
数(

人)

死傷者数は｢四輪車(同乗中)｣､学年別では｢３年生｣が最も多くなっています。

状態別学年別では､歩行者は｢１年生｣｢３年生｣､自転車は｢６年生｣が最も多くなっています。

四輪車

55.8%

二輪車

0.5%

自転車

22.3%

歩行者

21.4%

その他の人

0.0%

※ このグラフに｢二輪車｣｢その他の人｣は含まない。
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(２) 月・状態別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

四 輪 車 11 7 4 3 8 4 10 18 13 14 15 8 115  

二 輪 車 - - - - - - - - 1 - - - 1  

自 転 車 - 2 2 3 3 3 11 5 3 5 4 5 46  

歩 行 者 3 3 5 2 8 3 3 2 2 6 4 3 44  

その他の人 - - - - - - - - - - - -   

14 12 11 8 19 10 24 25 19 25 23 16 206  

(３) 時間・曜日別

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

日 曜 1 - - 1 - 3 11 10 9 5 3 - 43 

月 曜 - - - 2 1 2 - 10 3 6 1 - 25 

火 曜 - - - 1 1 - 1 4 10 5 - - 22 

水 曜 - - - - 1 - 1 6 9 3 - - 20 

木 曜 - - - 2 2 2 - 6 9 2 - - 23 

金 曜 - - - 4 1 5 2 8 14 2 1 - 37 

土 曜 - - - - 7 3 10 3 8 2 2 1 36 

1 - - 10 13 15 25 47 62 25 7 1 206  合 計

合 計

二輪車

四輪車

歩行者

自転車

月別では｢８月｣｢10月｣が最も多く､次いで｢７月｣となっています。

月別状態別では､四輪車(同乗中)は｢８月｣､自転車は｢７月｣､歩行者は｢５月｣が最も多くなっています。

※1 月区分は計上月による。 2 ｢四輪車｣｢二輪車｣はすべて同乗中である。
3 ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等をいう。

時間別では｢16～18時｣､曜日別では｢日曜｣が最も多くなっています。

時間別曜日別では､｢16～18時の金曜｣が最も多くなっています。

20

40

60

死
傷
者
数(

人)

日曜

20.9%

月曜

12.1%

火曜

10.7%水曜

9.7%

木曜

11.2%

金曜

18.0%

土曜

17.5%

5

10

15

20

25

死
傷
者
数(

人)
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(４) 自転車の学年・原因別

1 年 生 1 1 - - 1 - 3  

2 年 生 - - - - - 2 2  

3 年 生 4 3 1 - 1 1 10  

4 年 生 - - - 1 5 3 9  

5 年 生 2 1 1 - - 4 8  

6 年 生 1 - 2 - - 11 14  

8 5 4 1 7 21 46  

(５) 歩行者の学年・原因別

1 年 生 2 1 2 - - 6 11  

2 年 生 3 - - - - 3 6  

3 年 生 4 - - 1 - 6 11  

4 年 生 1 1 - - - 3 5  

5 年 生 3 2 - - - 4 9  

6 年 生 - - - - - 2 2  

13 4 2 1 - 24 44  

合 計

合 計

飛び出し
車両直前
直後横断

路上遊戯 信号無視
そ の 他
の 違 反

原因なし
等

合 計

合 計徐行違反
安　　全
不 確 認

一　　時
不 停 止

右側通行
そ の 他
の 違 反

原因なし
等

5

10

15

20

死
傷
者
数(

人)

学年別では｢６年生｣が最も多く､次いで｢３年生｣となっています。

原因別では｢徐行違反｣が最も多くなっています。

学年別原因別では｢３年生の徐行違反｣が最も多くなっています。

学年別では｢１年生｣｢３年生｣が最も多くなっています。

原因別では｢飛び出し｣が最も多くなっています。

学年別原因別では｢３年生の飛び出し｣が最も多くなっています。

徐行違反

17.4%

安全不確認

10.9%

一時

不停止

8.7%

右側通行

2.2%

その他

の違反

15.2%

原因なし等

45.7%

1年生

6.5%
2年生

4.3%

3年生

21.7%

4年生

19.6%

5年生

17.4%

6年生

30.4%

5

10

15

20

25

死
傷
者
数(

人)

飛び出し

29.5%

車両直前

直後横断

9.1%路上遊戯

4.5%

信号無視

2.3%

その他

の違反

0.0%

原因なし等

54.5%

1年生

25.0%

2年生

13.6%
3年生

25.0%

4年生

11.4%

5年生

20.5%

6年生

4.5%

－ 23 －



(６) 事故類型別(自転車・歩行者)

(７) 通行目的別(自転車・歩行者)

登 校 下 校

自 転 車 1 - 17 9 5 - 8 2 4 46  

歩 行 者 7 10 6 4 5 9 - - 3 44  

合 計
通 学 中

訪 問 散 歩 買 物 遊 戯 観光娯楽 受 講 その他

登校

2.2%

下校

0.0%

訪問

37.0%

散歩

19.6%

買物

10.9%

遊戯

0.0%

観光娯楽

17.4%

受講

4.3%
その他

8.7%
登校

15.9%

下校

22.7%

訪問

13.6%

散歩

9.1%

買物

11.4%

遊戯

20.5%

観光娯楽

0.0%

受講

0.0%

その他

6.8%

※ ｢観光娯楽｣にはスポーツ等を含む。

自転車は｢出会い頭｣､歩行者は｢横断中｣が最も多くなっています。

出会い頭

71.7%

右左折時

23.9%

正面衝突

0.0%

その他

4.3%

車両単独

0.0%

自転車 歩行者

自転車

 出会い頭 33 

 右左折時 11 

 正面衝突 - 

 その他 2 

- 

46 

車

両

相

互

 車両単独

合 計

歩行者

 横断中 31 

 通行中 8 

 路上遊戯 2 

 その他 3 

合 計 44 

横断中

70.5%

通行中

18.2%

路上遊戯

4.5%

その他

6.8%

自転車は｢訪問｣､歩行者は登下校時の｢通学中｣が最も多くなっています。

自転車 歩行者

通学中
2.2%

通学中
38.6%
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

360 270 263 199 189 169 172 166 200 173 157 

2.4% 2.0% 2.1% 1.8% 2.0% 2.2% 2.3% 2.1% 2.5% 2.3% 2.0%

2   1        

1.4%   0.8%        

２ 死傷者数

(１) 状態・学年別

  49 

  1 

  95 

   

  7 

  3 

  2 

  157 

四 輪 車

そ の 他 の 人

合 計

構成率

横断中

合 計

死 傷 者 数

構成率

う ち 死 者 数

自転車

歩行者

二 輪 車

その他

同乗中

運転中

死傷者数

死者数

  1

  2

  3

  4

  5

  6

100

200

300

400

死
傷
者
数(

人)

  25   14   10 

  -   1   - 

  41   21   33 

  -   -   - 

  3   1   3 

  2   1   - 

  -   1   1 

  71   39   47 

1 年 生 2 年 生 3 年 生

中 学 生 が 関 係 し た 交 通 事 故第
５

死傷者数は過去最少の令和４年まで減少後､翌５年に増加しましたが､令和６年から２年連続で減少しまし

た。

過去10年間の死者数では､平成27年の２人が最も多く､令和元年以降の発生はありません。

※1 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
2 ｢構成率｣は､全交通事故(死者数､死傷者数)に占める割合である。

※1 ｢四輪車｣｢二輪車｣はすべて同乗中である。
2 ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等をいう。

自転車

四輪車

歩行者
20

40

60

80

1年生 2年生 3年生

死
傷
者
数(

人)

死
者
数(

人)

死傷者数は｢自転車運転中｣､学年別では｢１年生｣が最も多くなっています。

状態別学年別では｢自転車運転中の１年生｣が最も多くなっています。

四輪車

31.2%

二輪車

0.6%

自転車

60.5%

歩行者

6.4%
その他の人

1.3%

1年生

45.2%

2年生

24.8%

3年生

29.9%

※ このグラフに

｢その他の人｣は含まない。
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(２) 月・状態別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

四 輪 車 3 5 5 3 6 2 4 1 6 7 3 4 49  

二 輪 車 - - - - - - - - - - - 1 1  

自 転 車 7 8 5 4 9 9 16 9 12 3 4 9 95  

歩 行 者 - 1 - - 1 1 1 1 1 2 2 - 10  

その他の人 - - - - - - 1 - - - - 1 2  

10 14 10 7 16 12 22 11 19 12 9 15 157  

(３) 時間・曜日別

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

日 曜 - 1 - 1 1 1 4 3 3 2 2 - 18 

月 曜 - - - 6 1 1 1 5 3 1 1 - 19 

火 曜 - - - 6 1 1 1 5 3 3 1 - 21 

水 曜 - - - 5 2 2 1 2 5 4 2 - 23 

木 曜 - - - 9 2 2 2 6 5 3 1 - 30 

金 曜 - - - 6 1 1 1 2 7 3 2 - 23 

土 曜 - - 1 - 5 2 4 - 2 9 - - 23 

- 1 1 33 13 10 14 23 28 25 9 - 157  合 計

合 計

二輪車

その他の人

四輪車

自転車

歩行者

5

10

15

20

死
傷
者
数(

人)

月別では｢７月｣が最も多く､次いで｢９月｣となっています。

月別状態別では｢７月の自転車｣が最も多くなっています。

※1 月区分は計上月による。 2 ｢四輪車｣｢二輪車｣はすべて同乗中である。
3 ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等をいう。

時間別では｢６～８時｣､曜日別では｢木曜｣が最も多くなっています。

時間別曜日別では｢６～８時の木曜｣､｢18～20時の土曜｣が最も多くなっています。

10

20

30

40

死
傷
者
数(

人)

日曜

11.5%
月曜

12.1%

火曜

13.4%

水曜

14.6%

木曜

19.1%

金曜

14.6%

土曜

14.6%
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(４) 自転車の学年・原因別

1 年 生 7 4 2 2 1 - 4 21 41  

2 年 生 3 2 - 1 - - - 15 21  

3 年 生 4 3 4 2 1 1 2 16 33  

14 9 6 5 2 1 6 52 95  

(５) 自転車の道路形状・事故類型別

車両相互

出会い頭 左 折 時 右 折 時 正面衝突 そ の 他 小 計

交 差 点 45 13 9 - 1 - - 68 68  

直 線 13 4 - - 3 - - 20 20  

カ ー ブ - - - 1 - - - 1 1  

そ の 他 4 1 1 - - - - 6 6  

62 18 10 1 4 - - 95 95  合 計

車両単独 人対車両
車 両 相 互

合 計

合 計

合 計徐行違反
安　全
不確認

一　時
不停止

交 差 点
安全進行

優先通行
妨　　害

原因なし
等

右側通行
その他
の違反

10

20

30

40

50

死
傷
者
数(

人)

原因別では｢徐行違反｣が最も多く､次いで｢安全不確認｣となっています。

学年別原因別では｢１年生の徐行違反｣が最も多くなっています。

1年生

43.2%

2年生

22.1%

3年生

34.7%

道路形状別では｢交差点｣､事故類型別では｢出会い頭｣が最も多くなっています。

道路形状別事故類型別では｢交差点の出会い頭｣が最も多くなっています。

20

40

60

死
傷
者
数(

人)

交差点

71.6%

直線

21.1%

カーブ

1.1%

その他

6.3%
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(６) 通行目的別

　ア 自転車

登 校 下 校

自 転 車 30 19 21 12 5 4 3 1 95  

　イ 歩行者

登 校 下 校

歩 行 者 5 1 2 1 1 - - - 10  

訪 問 買 物
通 学 中

通 学 中
散 歩 買 物 受 講 そ の 他訪 問 観光娯楽 合 計

合 計散 歩 観光娯楽 受 講 そ の 他

｢登校｣､｢訪問｣の順に多く､登下校時の｢通学中｣は51.6％を占めています。

｢登校｣が最も多く､登下校時の｢通学中｣は60.0％を占めています。

10

20

30

死
傷
者
数(

人)

通学中

49人

51.6%

その他

46人

48.4%

1

2

3

4

5

死
傷
者
数(

人)

通学中

6人

60.0%

その他

4人

40.0%

※ ｢観光娯楽｣には､スポーツ等を含む。
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

526 524 463 435 355 278 287 338 330 296 348 

3.4% 3.9% 3.7% 3.9% 3.7% 3.7% 3.9% 4.3% 4.1% 3.9% 4.5%

2 3 1 1 6 1 1 2 1 1 5 

1.4% 2.0% 0.7% 0.8% 5.6% 1.2% 1.3% 2.2% 1.1% 1.1% 6.1%

２ 死傷者数

(１) 状態・学年別

  2 
(1) 70 
(2) 51 
(1) 5 
(1) 198 
   
  15 
  7 
   
(5) 348 

同乗中

四輪車

そ の 他 の 人
合 計

運転中
同乗中
運転中

二輪車

死 傷 者 数

構成率

構成率

その他

同乗中
運転中

横断中

合 計

う ち 死 者 数

自転車

歩行者

死者数

死傷者数

  -   -   2 
  32 (1) 15   23 
  3   16 (2) 32 
  -   1 (1) 4 
(1) 81   70   47 
  -   -   - 
  7   4   4 
  2   1   4 
  -   -   - 
(1) 125 (1) 107 (3) 116 

1 年 生 2 年 生 3 年 生

高 校 生 が 関 係 し た 交 通 事 故第
６

死傷者数は令和２年まで減少後､翌３年から増減を繰り返して推移､令和７年は増加しました。

過去10年間の死者数では､令和元年の６人が最も多く､令和７年はそれに次いで多い５人でした。

※1 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
2 ｢構成率｣は､全交通事故(死者数､死傷者数)に占める割合である。

※1 ( )内は死者数で内数である。
2 ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等をいう。

自転車

四輪車

二輪車

歩行者
30

60

90

120

1年生 2年生 3年生

死
傷
者
数(

人)

状態別は｢自転車｣､学年別では｢１年生｣が最も多くなっています。

状態別学年別では｢自転車運転中の１年生｣が最も多くなっています。

四輪車

20.7%

二輪車

16.1%

自転車

56.9%

歩行者

6.3%

その他の人

0.0%

1年生

35.9%

2年生

30.7%

3年生

33.3%

※ このグラフに｢その他の人｣

は含まない。

  2

  4

  6

  8

 10

 12

 14

200

400

600

死
傷
者
数(

人)

死
者
数(

人)
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(２) 月・状態別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

四 輪 車 7 8 6 6 6 6 4 7 5 5 4 8 72  

二 輪 車 3 3 2 5 5 6 7 5 4 6 4 6 56  

自 転 車 12 20 13 12 22 11 22 6 11 22 18 29 198  

歩 行 者 5 1 - - 2 1 4 2 - 2 - 5 22  

その他の人 - - - - - - - - - - - - -  

27 32 21 23 35 24 37 20 20 35 26 48 348  

(３) 時間・曜日別

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

日 曜 - - - 2 3 2 5 6 8 3 5 1 35 

月 曜 - - - 4 7 1 5 3 13 14 4 1 52 

火 曜 2 - 2 12 13 4 1 7 13 11 8 6 79 

水 曜 - - - 9 5 1 - 1 6 8 5 - 35 

木 曜 - - - 9 8 2 1 9 8 7 1 2 47 

金 曜 - - - 10 15 1 2 6 11 9 1 1 56 

土 曜 1 - 1 1 3 5 5 6 3 11 6 2 44 

3 - 3 47 54 16 19 38 62 63 30 13 348  合 計

合 計

四輪車

二輪車

自転車

歩行者

10

20

30

40

50

死
傷
者
数(

人)

月別では｢12月｣が最も多く､次いで｢７月｣となっています。

月別状態別では自転車は｢12月｣､二輪車は｢７月｣､四輪車は｢２月｣｢12月｣が最も多くなっています。

※1 月区分は計上月による。 2 ｢四輪車｣｢二輪車｣には運転者を含む。

時間別では｢18～20時｣､曜日別では｢火曜｣が最も多くなっています。

時間別曜日別では｢８～10時の金曜｣が最も多くなっています。

20

40

60

死
傷
者
数(

人)

日曜

10.1%
月曜

14.9%

火曜

22.7%
水曜

10.1%

木曜

13.5%

金曜

16.1%

土曜

12.6%
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(４) 学年・原因別

　ア 自転車

1 年 生 5 6 5 3 2 1 4 55 81  

2 年 生 9 7 6 3 - - 4 41 70  

3 年 生 6 2 1 - 3 2 2 31 47  

20 15 12 6 5 3 10 127 198  

　イ 二輪車

1 年 生 - - - - - - - 3 3  

2 年 生 2 1 - - - - 3 11 17  

3 年 生 2 3 2 1 1 - 4 23 36  

4 4 2 1 1 - 7 37 56  

徐行違反
交 差 点
安全進行

一　時
不停止

最高速度 信号無視
安　全
不確認

その他
の違反

原因なし
等

合 計

合 計

合 計
交 差 点
安全進行

徐行違反
安　全
不確認

右側通行
一　時
不停止

原因なし
等

優先通行
妨　　害

その他
の違反

合 計

30

60

90

120

死
傷
者
数(

人)

学年別では｢１年生｣､原因別では｢交差点安全進行｣が最も多くなっています。

学年別原因別では｢２年生の交差点安全進行｣が最も多くなっています。

1年生

40.9%

2年生

35.4%

3年生

23.7%

10

20

30

40

死
傷
者
数(

人)

1年生

5.4%

2年生

30.4%3年生

64.3%

学年別では｢３年生｣､原因別では｢徐行違反｣｢交差点安全進行｣が最も多くなっています。

学年別原因別では｢３年生の交差点安全進行｣が最も多くなっています。
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(５) 道路形状・事故類型別

　ア 自転車

車両相互

出会い頭 左 折 時 右 折 時 追越追抜時 そ の 他 小 計

交 差 点 91 33 32 - 2 - - 158 158  

直 線 13 10 2 4 4 - - 33 33  

カ ー ブ - - - - 5 - - 5 5  

そ の 他 1 1 - - - - - 2 2  

105 44 34 4 11 - - 198 198  

　イ 二輪車

車両相互

出会い頭 右 折 時 追 突 左 折 時 そ の 他 小 計

交 差 点 21 4 2 1 4 - 1 33 32  

直 線 3 3 1 - 2 1 - 10 9  

カ ー ブ - - - - 2 - - 2 2  

そ の 他 - 2 4 - 5 - - 11 11  

24 9 7 1 13 1 1 56 54  

合 計

合 計

車 両 相 互
車両単独 人対車両 合 計

車両単独 人対車両
車 両 相 互

合 計

道路形状別では｢交差点｣､事故類型別では｢出会い頭｣が最も多くなっています。

道路形状別事故類型別では｢交差点の出会い頭｣が最も多くなっています。

20

40

60

80

100

死
傷
者
数(

人)

交差点

79.8%

直線

16.7%

カーブ

2.5%

その他

1.0%

道路形状別では｢交差点｣､事故類型別では｢出会い頭｣が最も多くなっています。

道路形状別事故類型別では｢交差点の出会い頭｣が最も多くなっています。

5

10

15

20

25

死
傷
者
数(

人)

交差点

58.9%
直線

17.9%

カーブ

3.6%

その他

19.6%
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(６) 通行目的別

　ア 自転車

登 校 下 校

自 転 車 70 72 14 13 7 4 2 16 198  

　イ 二輪車

登 校 下 校

二 輪 車 10 5 16 12 4 3 3 3 56  

買 物 ドライブ 合 計

合 計

業務通勤 飲 食 そ の 他

業務通勤 散 歩 受 講 そ の 他買 物 訪 問
通 学 中

通 学 中
訪 問

｢下校｣､｢登校｣の順に多く､登下校時の｢通学中｣は71.7％を占めています。

｢訪問｣が最も多く､登下校時の｢通学中｣は26.8％を占めています。

20

40

60

80

死
傷
者
数(

人)

通学中

142人

71.7%

その他

56人

28.3%

5

10

15

死
傷
者
数(

人)
通学中

15人

26.8%
その他

41人

73.2%

※ ｢業務通勤｣とはアルバイト先等への通勤途中やアルバイト中をいう。
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１　高齢者が関係した交通事故

(１) 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

2,192 2,012 1,998 1,780 1,586 1,254 1,217 1,276 1,301 1,230 1,250

14.4% 14.8% 16.0% 16.1% 16.7% 16.6% 16.6% 16.4% 16.3% 16.3% 16.3%

69 73 80 65 65 52 46 50 47 54 50

49.3% 48.7% 55.9% 53.3% 60.7% 61.9% 57.5% 54.9% 50.5% 57.4% 61.0%

10位 9位 4位 10位 7位 10位 10位 9位 9位 7位 8位

771,678 792,473 810,110 823,653 833,494 839,907 852,753 851,922 852,653 853,742 852,641

26.5% 27.3% 28.0% 28.6% 29.1% 29.3% 29.9% 30.0% 30.2% 30.4% 30.5%

構 成 率

構 成 率

う ち 死 者 数

死 傷 者 数

構 成 率

高 齢 者 人 口

ワースト順位

死者数

 20

 40

 60

 80

100

120

500

1,000

1,500

2,000

死
傷
者
数(
人)

750,000

800,000

850,000

人
口(

人)

高齢者人口

死傷者数

高 齢 者 の 交 通 事 故第
７

高齢者人口は令和３年まで増加後､翌４年からほぼ横ばい推移､高齢者の人口構成率は令和４年から

30％を超え毎年上昇しています。

死傷者数は令和３年まで減少後､翌４年からほぼ横ばい推移､令和７年は増加しました。

死者数は平成30年から減少傾向､令和４年からは増減を繰り返して推移､令和７年は減少しました。

全死者数に占める高齢者の構成率は上昇下降を繰り返して推移､令和７年(61.0％)は上昇し､５年ぶり

に60％を超えました。

死
者
数(

人)

※1 ｢高齢者｣が65歳以上と定義されたのは平成元年であり､それ以前は60歳以上としていた。
2 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
3 ｢構成率｣は､全交通事故(死者数､死傷者数)に占める割合とした。
4 高齢者人口及び参照した全人口とも､県統計課資料(各年10月1日現在､令和7年は7月1日現在)で､｢構成率｣は全人口に
占める割合とした。
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(２) 年齢・状態別

　ア 死傷者数

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 合 計
運転中 213 193 119 62 22 609  

同乗中 52 42 55 36 27 212  

運転中 10 10 7 6 4 37  

同乗中 - - - - - -  

運転中 29 28 35 34 26 152  

同乗中 - - - - - -  

横断中 25 23 38 30 34 150  

その他 10 22 23 17 13 85  

2 1 - 2 - 5  

341 319 277 187 126 1,250  

　イ 死者数

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 合 計
運転中 1 6 2 4 2 15  

同乗中 1 1 1 2 1 6  

運転中 - 1 3 1 - 5  

同乗中 - - - - - -  

運転中 - 2 1 1 2 6  

同乗中 - - - - - -  

横断中 1 1 3 3 6 14  

その他 - - 2 2 - 4  

- - - - - -  

3 11 12 13 11 50  

二輪車

自転車

歩行者

その他の人
合 計

合 計

二輪車

自転車

四輪車

四輪車

その他の人

歩行者

歩行者

四輪車

自転車

二輪車

 2

 4

 6
死
者
数(

人)

四輪車

自転車

歩行者

二輪車

100

200

300
死
傷
者
数(

人)

年齢別では｢65～69歳｣､状態別では｢四輪車運転中｣が最も多くなっています。

年齢別状態別では｢65～69歳の四輪車運転中｣が最も多くなっています。

年齢別では｢80～84歳｣､状態別では｢四輪車運転中｣が最も多くなっています。

年齢別状態別では｢70～74歳の四輪車運転中｣｢85歳以上の歩行者横断中｣が最も多くなっています。

四輪車

65.7%

自転車

12.2%

歩行者

18.8%

二輪車

3.0%
その他の人

0.4%

65～69歳

27.3%

70～74歳

25.5%
75～79歳

22.2%

80～84歳

15.0%

85歳以上

10.1%

歩行者

36.0%

自転車

12.0%

四輪車

42.0%

二輪車

10.0%

65～69歳

6.0%

70～74歳

22.0%

75～79歳

24.0%

80～84歳

26.0%

85歳以上

22.0%

※ ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等で､上部棒グラフには含まない。

※ ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等で､上部棒グラフには含まない。
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(３) 状態・時間・昼夜別

　ア 死傷者数

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計 昼 間 夜 間

4 2 6 39 109 166 138 150 137 52 10 8 821 705 116  

- 1 3 6 2 10 4 4 5 2 - - 37 29 8  

1 1 - 16 31 29 20 24 18 7 5 - 152 130 22  

1 1 7 18 27 40 19 28 42 39 10 3 235 155 80  

- - - 1 - 1 2 - 1 - - - 5 4 1  

6 5 16 80 169 246 183 206 203 100 25 11 1,250 1,023 227  

 

　イ 死者数

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計 昼 間 夜 間

1 - 2 - - 4 3 7 2 2 - - 21 17 4  

- 1 1 - - 1 - - 1 1 - - 5 3 2  

- - - - 1 1 - - 2 2 - - 6 3 3  

- - 1 3 - 1 - - 5 4 3 1 18 6 12  

- - - - - - - - - - - -  - -  

1 1 4 3 1 7 3 7 10 9 3 1 50 29 21  

 

二 輪 車

歩 行 者

合 計

四 輪 車

自 転 車

その他の人

その他の人

合 計

四 輪 車

二 輪 車

自 転 車

歩 行 者

時間別では｢10～12時｣が最も多く､次いで｢14～16時｣となっています。

状態別時間別では､四輪車､二輪車は｢10～12時｣､自転車は｢8～10時｣､歩行者は｢16～18時｣が最も多くなっ

ています。

昼夜別では｢昼間｣が81.8％を占めています。

昼間 夜間

昼間 夜間

時間別では｢16～18時｣が最も多く､次いで｢18～20時｣となっています。

状態別時間別では｢四輪車の14～16時｣が最も多くなっています。

昼夜別では｢昼間｣が58.0％と多く､四輪車､二輪車は｢昼間｣､歩行者は｢夜間｣が多くなっています。

50

100

150

200

250

死
傷
者
数(

人)

※1 昼夜の区分は､日の出､日没時刻を基準とした。 2 ｢昼夜別構成率｣グラフに｢その他の人｣は含まないが､合計(平均)には含む。

2

4

6

8

10

死
者
数(

人)

85.9%

78.4%

85.5%

66.0%

81.8%

14.1%

21.6%

14.5%

34.0%

18.2%

四輪車

二輪車

自転車

歩行者

合計(平均)

昼夜別構成率

81.0%

60.0%

50.0%

33.3%

58.0%

19.0%

40.0%

50.0%

66.7%

42.0%

四輪車

二輪車

自転車

歩行者

合計(平均)

昼夜別構成率

※ ｢昼夜別構成率｣グラフに｢その他の人｣は含まないが､合計(平均)には含む。

－ 36 －



(４) 状態・原因別

　ア 自転車

死傷者数 11 11 8 6 5 5 4 11 91 152  

うち死者数 - 1 - - 1 - 2 2 - 6  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。

　イ 歩行者

死傷者数 30 22 6 5 4 3 2 4 159 235  

うち死者数 6 4 1 2 1 1 1 - 2 18  

車両直前
直後横断

横断歩道
外 横 断

左側通行 酩酊徘徊 車道通行 路上作業 信号無視
そ の 他
原因あり

原因なし
等

合 計

徐行違反
安　全
不確認

そ の 他
原因あり

原因なし
等

合 計
交 差 点
安全進行

右側通行
優先通行
妨　　害

一　時
不停止

運転操作
不　　適

死傷者数は｢徐行違反｣｢安全不確認｣が最も多くなっています。

死者数は｢運転操作不適｣が最も多くなっています。

死傷者数､死者数とも｢車両直前直後横断｣が最も多く､次いで｢横断歩道外横断｣となっています。

徐行違反

7.2%

徐行違反

安全不確認, 7.2%

安全不確認

16.7%

交差点安全進行, 5.3%

交差点安全進行

右側通行, 3.9%

右側通行

優先通行妨害, 3.3%

優先通行妨害

16.7%

一時不停止. 3.3%

一時不停止

運転操作不適. 2.6%

運転操作不適

33.3%

その他原因あり, 7.2%

その他原因あり

33.3%

原因なし等

59.9%

原因なし等

死傷者数

死者数

構成率グラフ

車両直前直後横断

12.8%

車両直前直後横断

33.3%

横断歩道外横断

9.4%

横断歩道外横断

22.2%

左側通行, 2.6%

左側通行, 5.6%

酩酊徘徊, 2.1%

酩酊徘徊

11.1%

車道通行, 1.7%

車道通行, 5.6%

路上作業. 1.3%

路上作業, 5.6%

信号無視. 0.9%

信号無視, 5.6%

その他原因あり. 1.7%

その他原因あり, 

原因なし等

67.7%

原因なし等

11.1%

死傷者数

死者数

構成率グラフ
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(５) 自転車の事故類型別

正面衝突 追 突 出会い頭 左 折 時 右 折 時 そ の 他

死傷者数 - - 8 69 19 31 23 2 - 152  

うち死者数 - - 1 2 - - 1 2 - 6  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。

(６) 歩行者の行動類型別

横断歩道 同 付 近 そ の 他

死傷者数 24 82 9 59 5 4 4 48 - 235  

うち死者数 3 2 3 9 1 - - - - 18  

人対車両

通 行 中 路上作業 路上停止 路上横臥
横 断 中

合 計

そ の 他 列 車 合 計

車 両 相 互
車両単独 列 車

死傷者数は｢横断歩道横断中｣が最も多く､｢横断中の計｣が63.8％を占めています。

死者数は｢その他横断中｣が最も多く､｢横断中の計｣が77.8%を占めています。

死傷者数は｢出会い頭｣が最も多く､｢車両相互の計｣が98.7％を占めています。

死者数は｢出会い頭｣｢車両単独｣が最も多く､｢車両相互の計｣が66.7％を占めています。

※ ｢同付近｣は､｢横断歩道付近｣の略である。

人対車両, 

人対車両, 

正面衝突

正面衝突, 

追突

5.3%

追突, 16.7%

出会い頭, 45.4%

出会い頭, 33.3%

左折時

12.5%

左折時

右折時. 20.4%

右折時

その他, 15.1%

その他

16.7%

車両単独, 1.3%

車両単独, 33.3%

列車

列車

死傷者数

死者数

構成率グラフ

車両相互 計,150人,98.7%

車両相互 計,4人,66.7%

通行中

10.2%

通行中

16.7%

横断歩道, 34.9%

横断歩道

11.1%

同付近, 3.8%

同付近

16.7%

その他, 25.1%

その他, 50.0%

路上作業, 2.1%

路上作業, 5.6%

路上停止. 1.7%

路上停止, 

路上横臥, 1.7%

路上横臥

その他. 20.4%

その他, 

死傷者数

死者数

構成率グラフ

横断中 計,150人,63.8%

横断中 計,14人,77.8%
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(７) 横断歩行者の昼夜・横断方向別

昼 間 夜 間 昼 間 夜 間

死傷者数 35 36 71 58 21 79 150  

うち死者数 3 6 9 2 3 5 14  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。

(８) 状態・男女別

四 輪 車 二 輪 車 自 転 車 歩 行 者 その他の人 合 計

男 性 392 22 80 107 - 601  

女 性 429 15 72 128 5 649  

男 性 15 2 4 8 - 29  

女 性 6 3 2 10 - 21  

合 計小 計
左 か ら の 車 両 右 か ら の 車 両

小 計

死傷者数

うち死者数

男性

女性

女性男性

死傷者数は｢右からの車両｣との衝突が52.7％と多くなっています。

死者数では｢左からの車両｣が64.3％(９人)と多く､このうち夜間が66.7％(６人)を占めています。

右からの

車両

79人

52.7%

左からの

車両

71人

47.3%

58人

73.4%

21人

26.6%

35人

49.3%

36人

50.7%

右からの

車両

5人,35.7%

左からの車両

9人,64.3%

2人

40.0%

3人

60.0%

3人

33.3%

6人

66.7%

死傷者数 死者数

死傷者数は男性､女性とも｢四輪車｣が最も多く､｢四輪車｣｢歩行者｣では女性が多くなっています。

死者数では｢男性の四輪車｣が最も多く､次いで｢女性の歩行者｣となっています。

※ ｢その他の人｣とは､家屋内等建物や物件内にいた者等で､上部棒グラフには含まない。

死傷者数 死者数
392人

22人

80人
107人

429人

15人

72人

128人

四輪車 二輪車 自転車 歩行者

100

200

300

400

死
傷
者
数(

人)

15人

2人

4人

8人

6人

3人
2人

10人

四輪車 二輪車 自転車 歩行者

5

10

15

死
者
数(

人)

左から,47.3%
右から,52.7%

左から,64.3%
右から,35.7%

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間

昼
間

夜
間
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(９) 地域別

県 北 県 央 県 南 県 西 鹿 行 高速道等 合 計

死傷者数 151 330 451 190 120 8 1,250  

うち死者数 4 19 11 11 5 - 50  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。

◎ 高齢者人口当たり

県 北 県 央 県 南 県 西 鹿 行 合計(平均) 高速道等

151 330 451 190 120 1,250 8  

12.56 17.63 15.73 10.65 14.95 14.66

4 19 11 11 5 50 -  

0.33 1.02 0.38 0.62 0.62 0.59 

120,205 187,155 286,656 178,343 80,282 852,641  

う ち 死 者 数

人口１万人当たり

高 齢 者 人 口

死 傷 者 数

人口１万人当たり

死傷者数は｢県南地域｣が最も多く､次いで｢県央地域｣となっています。

死者数では｢県央地域｣が最も多く､次いで｢県南地域｣｢県西地域｣となっています。

県北

12.1%

県央

26.4%

県南

36.1%

県西

15.2%

鹿行

9.6%

高速道等

0.6%

県北

8.0%

県央

38.0%

県南

22.0%

県西

22.0%

鹿行

10.0%

高速道等

0.0%

死傷者数 死者数

人口１万人当たりの死傷者数は｢県央地域｣が最も多く､次いで｢県南地域｣となっています。

人口１万人当たりの死者数では｢県央地域｣が最も多く､次いで｢県西地域｣｢鹿行地域｣となっています。

※1 高齢者人口は､県統計課資料(令和7年7月1日現在)による。
2 ｢合計(平均)｣には｢高速道等｣を含む。

0.33

1.02

0.38

0.62 0.62
0.59

県北 県央 県南 県西 鹿行 合計

(平均)

12.56 

17.63 

15.73 

10.65 

14.95 14.66 

県北 県央 県南 県西 鹿行 合計

(平均)

死傷者数 死者数
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２　高齢運転者による交通事故

(１) 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

2,178 1,991 2,041 1,921 1,720 1,492 1,482 1,598 1,740 1,556 1,725
18.8% 19.0% 21.1% 22.1% 23.1% 24.7% 25.0% 25.5% 26.8% 25.9% 28.0%

21 42 36 32 26 22 17 27 22 30 27
15.4% 28.8% 25.7% 26.2% 24.8% 26.2% 21.5% 30.7% 23.9% 33.0% 33.8%

21 42 37 32 26 22 17 27 22 30 27
15.0% 28.0% 25.9% 26.2% 24.3% 26.2% 21.3% 29.7% 23.7% 31.9% 32.9%
2,816 2,478 2,534 2,396 2,120 1,810 1,786 1,943 2,115 1,926 2,096
18.6% 18.4% 20.5% 21.9% 22.6% 24.3% 24.7% 25.2% 26.8% 25.8% 27.6%

468,146 490,820 510,198 526,263 538,357 550,354 562,142 570,338 581,254 606,542 629,339

22.8% 23.8% 24.8% 25.6% 26.3% 26.9% 27.5% 27.9% 28.5% 29.5% 30.4%
757 714 760 758 682 592 612 678 797 748 897
12 18 21 17 12 6 12 15 10 16 12
12 18 21 17 12 6 12 15 10 16 12

968 888 955 954 838 721 736 819 972 924 1,104
133,995 146,038 156,142 166,467 174,485 179,224 188,566 206,616 226,139 258,706 287,864

75
歳
以
上

免 許 人 口

構 成 率
高齢者免許人口

構 成 率

発 生 件 数
う ち 死 亡
死 者 数
負 傷 者 数

※1　｢発生件数｣は､原付以上の車両を運転する高齢者が第１当事者となった交通事故の件数で､｢死亡事故件数｣は内数である。
　2  ｢死(負傷)者数｣ は､前記交通事故による全ての死(負傷)者数をいい､高齢運転者本人の死傷を含む。
　3　発生件数(含む死亡)､死者数､負傷者数の｢構成率｣は､全交通事故(発生件数､死者数､負傷者数)に占める割合とした。
　4　高齢者免許人口は茨城県警察資料(各年12月31日現在､令和5年以降は暫定値)で､｢構成率｣は全免許人口に占める割合とした。
　5　｢75歳以上｣は高齢運転者の内数である。

構 成 率

構 成 率
う ち 死 亡

発 生 件 数

死 者 数
構 成 率

負 傷 者 数

死者数

450,000

500,000

550,000

600,000

650,000

免
許
人
口(

人)
 10

 20

 30

 40

 50

 60

 70

500

1,000

1,500

2,000

発
生
件
数(

件)

死亡事故件数

発生件数

高齢者免許人口

高齢者免許人口は毎年増加し､令和７年は平成27年に比べ約1.3倍に増加しています。

発生件数は令和３年まで減少後､翌４年から増加傾向で推移､令和７年は増加しました。

全発生件数に占める割合(構成率)は上昇傾向で推移し､令和７年は過去最高率を更新しました。

死亡事故件数は令和３年まで減少後､増減を繰り返して推移､令和７年は減少しました。

高齢運転者のうち｢75歳以上｣の免許人口は､平成27年に比べ約2.1倍に増加しています。

死
者
数(

人)

死
亡
事
故
件
数(

件)

※4

※4
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(２) 時間・昼夜別

 ○ 発生件数

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

高齢運転者 8 5 15 101 206 324 265 306 307 142 37 9 1,725  

75歳以上 1 2 4 44 107 196 143 166 157 62 13 2 897  

高齢運転者 0.5% 0.3% 0.9% 5.9% 11.9% 18.8% 15.4% 17.7% 17.8% 8.2% 2.1% 0.5% 100.0%  

他の運転者 1.6% 1.1% 1.6% 13.2% 13.2% 9.3% 9.3% 10.8% 16.4% 14.7% 6.1% 2.7% 100.0%  

 ○ 死亡事故件数

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

死亡事故 高齢運転者 1 1 1 - - 5 3 6 7 3 - - 27  

件　　数 75歳以上 - - - - - 3 2 3 2 2 - - 12  

高齢運転者 3.7% 3.7% 3.7% - - 18.5% 11.1% 22.2% 25.9% 11.1% - - 100.0%  

他の運転者 10.6% 4.3% 14.9% 14.9% - 6.4% 4.3% 8.5% 10.6% 10.6% 10.6% 4.3% 100.0%  

※ ｢死亡事故件数｣は｢発生件数｣の内数。

構成率

発生件数

構成率

5%
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10%

15%
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発
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数
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％)

高齢運転者

他の運転者

高齢運転者

他の運転者

※1 ｢75歳以上｣は高齢運転者の内数である。
2 ｢他の運転者｣とは､高齢運転者を除いた第１当事者運転者で､｢ひき逃げ不明｣｢自転車｣｢歩行者｣等は含まない。
3 昼夜の区分は､日の出､日没時刻を基準とした。

時間別では｢10～12時｣が最も多く､次いで｢16～18時｣となっています。

｢他の運転者｣に比べ｢10～16時｣の構成率が高くなっています。

昼夜別では｢昼間｣が83.5％で､｢他の運転者｣(68.4％)に比べ15.1ポイント高くなっています。

時間別では｢16～18時｣が最も多く､次いで｢14～16時｣となっています。

｢他の運転者｣に比べ｢10～18時｣の構成率が高くなっています。

昼夜別では｢昼間｣が70.4％で､｢他の運転者｣(42.6％)に比べ27.8ポイント高くなっています。

昼間 19件

70.4%

夜間 8件

29.6%

42.6% 57.4%

昼間 1,440件,83.5%

夜間 285件,16.5%

68.4% 31.6%

高齢運転者

他の運転者

高齢運転者

他の運転者
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(３) 原因別

 ○ 発生件数

高齢運転者 335 322 183 130 128 123 89 51 364 1,725

75歳以上 156 173 98 85 61 71 44 22 187 897  

高齢運転者 19.4% 18.7% 10.6% 7.5% 7.4% 7.1% 5.2% 3.0% 21.1% 100.0%  

他の運転者 29.8% 12.8% 8.8% 4.8% 5.0% 5.4% 4.9% 3.4% 25.0% 100.0%  

※ ｢他の運転者｣とは､高齢運転者を除いた第１当事者運転者で､｢ひき逃げ不明｣｢自転車｣｢歩行者｣等は含まない。

 ○ 死亡事故件数

死亡事故 高齢運転者 4 - 6 6 2 1 1 3 4 27  

件　　数 75歳以上 - - 3 6 1 1 1 - - 12  

高齢運転者 14.8% - 22.2% 22.2% 7.4% 3.7% 3.7% 11.1% 14.8% 100.0%  

他の運転者 29.8% 2.1% 14.9% 6.4% 6.4% 6.4% - 8.5% 25.5% 100.0%  

※ ｢死亡事故件数｣は｢発生件数｣の内数。

合 計

歩行者
妨　害

信号無視
優先通行
妨　　害

右側通行

歩行者
妨　害

信号無視
優先通行
妨　　害

右側通行
その他
の違反

前　方
不注意

安　全
不確認

一　時
不停止

運転操作
不　　適

構成率

構成率

発生件数

その他
の違反

前　方
不注意

安　全
不確認

一　時
不停止

運転操作
不　　適

合 計

高齢運転者

他の運転者

高齢運転者

他の運転者

10%

20%

30%
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｢前方不注意｣が最も多く､次いで｢安全不確認｣となっています。

｢他の運転者｣に比べ｢安全不確認｣が5.9ポイント高く､｢前方不注意｣が10.4ポイント低くなっています。

｢一時不停止｣｢運転操作不適｣が最も多くなっています。

｢他の運転者｣に比べ｢運転操作不適｣の構成率が15.8ポイント高くなっています。
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(４) 事故類型別

 ○ 発生件数

正面衝突 追 突 出会い頭 右左折 その他 工作物 その他

高齢運転者 220 65 406 543 214 239 25 13 - 1,725  

75歳以上 107 33 202 296 110 130 13 6 - 897  

高齢運転者 12.8% 3.8% 23.5% 31.5% 12.4% 13.9% 1.4% 0.8% - 100.0%  

他の運転者 9.6% 4.1% 39.6% 25.4% 11.8% 8.3% 0.8% 0.4% - 100.0%  

※ ｢他の運転者｣とは､高齢運転者を除いた第１当事者運転者で､｢ひき逃げ不明｣｢自転車｣｢歩行者｣等は含まない。

 ○ 死亡事故件数

正面衝突 追 突 出会い頭 右左折 その他 工作物 その他

死亡事故 高齢運転者 6 3 1 7 - 1 7 2 - 27  

件　　数 75歳以上 2 - - 4 - - 4 2 - 12  

高齢運転者 22.2% 11.1% 3.7% 25.9% - 3.7% 25.9% 7.4% - 100.0%  

他の運転者 34.0% 12.8% 6.4% 23.4% 2.1% - 17.0% 4.3% - 100.0%  

※ ｢死亡事故件数｣は｢発生件数｣の内数。

構成率

発生件数

構成率

合 計人対車両
車 両 相 互 車 両 単 独

列 車

人対車両 列 車 合 計
車 両 相 互 車 両 単 独

高齢運転者

他の運転者

高齢運転者

他の運転者

10%

20%

30%

40%

発
生
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数
構
成
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％)

10%

20%

30%

死
亡
事
故
構
成
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％)

｢出会い頭｣｢工作物｣が最も多くなっています。

｢他の運転者｣に比べ｢工作物｣の構成率が8.9ポイント高く､｢人対車両｣が11.8ポイント低くなっています。

｢出会い頭｣が最も多く､次いで｢追突｣となっています。

｢他の運転者｣に比べ｢出会い頭｣の構成率が6.1ポイント高く､｢追突｣が16.1ポイント低くなっています。

人対車両

12.8%

車両相互,1,467件85.0%

車両単独

38件2.2%

9.6%

89.3%

1.2%

34.0% 44.7% 21.3%

高齢運転者

他の運転者

高齢運転者

他の運転者

人対車両 車両相互 車両単独

22.2% 12件44.4% 9件33.3%
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

1,470 1,285 1,300 1,133 1,004 849 810 893 920 797 839

9.6% 9.5% 10.4% 10.2% 10.6% 11.3% 11.1% 11.5% 11.5% 10.6% 10.9%

22 20 16 18 17 12 8 6 17 13 8

15.7% 13.3% 11.2% 14.8% 15.9% 14.3% 10.0% 6.6% 18.3% 13.8% 9.8%

２ 死傷者数

(１) 年齢層・学齢別

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 合 計 高齢者 小学生 中学生 高校生

363 116 60 64 56 57 123 839 152 46 95 198  

43.3% 13.8% 7.2% 7.6% 6.7% 6.8% 14.7% 100.0% 18.1% 5.5% 11.3% 23.6%  

1  1    6 8 6   1  

12.5%  12.5%    75.0% 100.0% 75.0%   12.5%  

構成率

内 数

死 傷 者 数

構成率

う ち 死 者 数

構成率

う ち 死 者 数

死 傷 者 数

構成率

死者数

死傷者数

 10

 20

 30

 40

500

1,000

1,500

死
傷
者
数(

人)

自転 車 が 関 係 し た 交 通 事 故第
８

死傷者数は令和３年まで減少傾向で推移後､翌４年から増減を繰り返して推移､令和７年は増加しました。

死者数は増減を繰り返して推移､令和６年から２年連続で減少しました。

※1 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
2 ｢構成率｣は､全交通事故(死傷者数､死者数)に占める割合である。

※1 ｢高齢者(65歳以上)｣､｢小学生｣､｢中学生｣､｢高校生｣は内数である。
2 ｢構成率｣は､自転車の総数(死傷者数､死者数)に占める割合である。

(

人)

死
者
数

年齢層別では｢20歳未満｣が43.3％で最も多く､次いで｢70歳以上｣となっています。

学齢別では｢高校生｣が23.6％で最も多くなっています。

死者数では｢70歳以上の高齢者｣が75.0％を占めています。

100

200

300

400

死
傷
者
数(

人)
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(２) 道路形状・事故類型別

出会い頭 右 左 折 追越追抜時 正面衝突 そ の 他

交 差 点  347 237 1  8   593 

直 線  89 38 27 3 27 1  185 

カ ー ブ  1  2 3 8   14 

そ の 他  15 13 6 4 8 1  47 

 452 288 36 10 51 2  839  

 53.9% 34.3% 4.3% 1.2% 6.1% 0.2%  100.0%  

(3) ヘルメット着用・学齢等別

小 学 生 中 学 生 高 校 生 高 齢 者 そ の 他 合計(平均) 構 成 率

着 用 16 56 27 24 65 188 22.4%  

非 着 用 30 39 171 128 282 650 77.5%  

着用不明     1 1 0.1%  

46 95 198 152 348 839 100.0%  

34.8% 58.9% 13.6% 15.8% 18.7% 22.4% 22.4%  

列 車
車 両 相 互

合 計

合 計

人対車両

合 計

車両単独

構 成 率

着用者構成率

道路形状別では｢交差点｣が70.7％で最も多く､次いで｢直線｣となっています。

事故類型別では｢出会い頭｣が最も多く､次いで｢右左折｣となっています。

道路形状別事故類型別では｢交差点の出会い頭｣が最も多くなっています。

100

200

300

400

死
傷
者
数(

人)

交差点

70.7%

直線

22.1%

カーブ

1.7%

その他

5.6%

人対車両

0.0%

車両相互

99.8%

車両単独

0.2%

列車

0.0%

着用

22.4%

非着用

77.5%

着用不明

0.1%

ヘルメット着用別では｢非着用｣が77.5％を占め､｢着用｣は22.4％となっています。

学齢別の着用率では｢中学生｣が58.9％と最も高く､次いで｢小学生｣となっています。

｢高校生｣は13.6％､｢高齢者｣は15.8％で､ともに平均(22.4％)以下となっています。

34.8%

58.9%

13.6% 15.8%
22.4%

小学生 中学生 高校生 高齢者 合計(平均)

着用者構成率
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(４) ヘルメット着用・主な損傷部位別

頭 部 胸 部 腹 部 頸 部 腰 背 部 腕 脚 部 そ の 他 合 計

着 用 20 9 2 31 15 103 8 188  

非 着 用 64 36 10 97 76 347 20 650  

着用不明      1  1  

84 45 12 128 91 451 28 839  

※ 上記グラフに｢着用不明｣は含まない。

(５) 頭部損傷のヘルメット着用状況とヘルメット着用効果

 

 

合 計

※1 ｢ヘルメット着用効果｣とは､｢着用により損傷が軽減｣､｢非着用だが着用していれば損傷が軽減｣された場合をいう。
　2 上記表､グラフに｢着用不明｣は含まない。

着用でも損傷は同じ

6.3%

死亡

4.7%

重傷

23.4%
軽傷

71.9%

着用でも損傷は同じ

5.0%

重傷

25.0%

軽傷

75.0%

着用では｢腕脚部｣が54.8％で最も多く､次いで｢頸部｣となっています。

非着用では｢腕脚部｣が53.4％で最も多く､次いで｢頸部｣となっています。

頭部

10.6%

胸部

4.8%
腹部

1.1%

頸部

16.5%

腰背部

8.0%

腕脚部

54.8%

その他

4.3%

頭部

9.8%

胸部

5.5%

腹部

1.5%

頸部

14.9%

腰背部

11.7%

腕脚部

53.4%

その他

3.1%

着用 非着用

着用では｢軽傷｣が75.0％で最も多く､｢重傷｣が25.0％､｢死亡｣はありません。

非着用では｢軽傷｣が71.9％で最も多く､｢重傷｣が23.4％､｢死亡｣が4.7％となっています。

頭部のヘルメット着用効果では､着用､非着用とも｢着用で損傷軽減あり｣が９割以上となっています。

着用なら損傷軽減

93.8%
着用により損傷軽減

95.0%

死 亡 重 傷 軽 傷 損傷軽減 率

着 用  5 15 20 19 95.0%

非 着 用 3 15 46 64 60 93.8%

3 20 61 84 79 94.0%合計(平均)

頭 部 損 傷
合 計

ヘルメット着用効果

着用 非着用
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１ 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

1,031 933 895 877 767 670 681 734 713 703 691

6.7% 6.9% 7.2% 7.9% 8.1% 8.9% 9.3% 9.4% 8.9% 9.3% 9.0%

53 45 51 41 31 40 33 32 33 34 24

37.9% 30.0% 35.7% 33.6% 29.0% 47.6% 41.3% 35.2% 35.5% 36.2% 29.3%

２ 死傷者数

(１) 年齢層・学齢別

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 合 計 高齢者 小学生 中学生

90 69 77 94 89 72 106 94 691 235 44 10  

13.0% 10.0% 11.1% 13.6% 12.9% 10.4% 15.3% 13.6% 100.0% 34.0% 6.4% 1.4%  

1   1 3 2 6 11 24 18    

4.2%   4.2% 12.5% 8.3% 25.0% 45.8% 100.0% 75.0%    

死 傷 者 数

構成率

う ち 死 者 数

構成率

う ち 死 者 数

死 傷 者 数

構成率

構成率

内 数

死傷者数

死者数

 20

 40

 60

 80

200

400
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800

1,000

死
傷
者
数(

人)

死傷者数

死者数

歩行 者 が 関 係 し た 交 通 事 故第
９

死傷者数は令和２年まで12年連続で減少､翌３年から２年連続で増加､令和５年以降は３年連続で減少しま

した。

死者数は減少傾向で推移､令和５年から２年連続で増加後､令和７年は減少しました。

※1 ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
2 ｢構成率｣は､全交通事故(死傷者数､死者数)に占める割合である。

※1 ｢高齢者(65歳以上)｣､｢小学生｣､｢中学生｣は内数である。
2 ｢構成率｣は､歩行者の総数(死傷者数､死者数)に占める割合である。

(

人)

死
者
数

年齢層別では｢70歳代｣が15.3％で最も多く､次いで｢40歳代｣｢80歳以上｣となっています。

内数の｢高齢者｣は34.0％を占めています。

死者数では｢80歳以上｣が45.8％で最も多く､内数の｢高齢者｣は75.0％を占めています。

20

40

60

80

100

死
傷
者
数(

人)

75.0%

25.0%

34.0%

66.0%

高齢者構成率
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(２) 通行目的・時間別

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

買 物 1 1 2 2 15 38 21 27 38 44 13 7 209 

業務通勤 2 3 3 13 21 6 6 7 22 43 20 4 150 

散 歩 1  5 13 7 12 3 10 14 19 4 2 90 

訪 問    3 4 3 4 7 13 12 5 2 53 

飲 食 8 2 2    7 2 3 6 4 8 42 

観光娯楽   1 2 4 2 4 7 5 5 4 2 36 

そ の 他 2   20 15 11 2 22 17 13 9  111 

14 6 13 53 66 72 47 82 112 142 59 25 691  

(３) 昼夜・月別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

昼 間 37 25 25 24 33 33 31 34 35 37 25 42 381 

夜 間 40 27 30 19 11 14 10 19 13 28 40 59 310 

77 52 55 43 44 47 41 53 48 65 65 101 691  

夜間構成率 51.9% 51.9% 54.5% 44.2% 25.0% 29.8% 24.4% 35.8% 27.1% 43.1% 61.5% 58.4% 44.9%

※1 月区分は計上月による。
　2 昼夜の区分は日の出､日没を基準とした。

合 計

合 計

昼間

夜間
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100

120
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死
傷
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人)

買物

30.2%

業務通勤

21.7%
散歩

13.0%

訪問

7.7%

飲食

6.1%

観光娯楽

5.2%
その他

16.1%

通行目的別では｢買物｣が30.2％で最も多く､次いで｢業務通勤｣となっています。

時間帯別では｢18～20時｣が最も多く､次いで｢16～18時｣となっています。

通行目的別時間帯別では｢18～20時の買物｣が最も多くなっています。

昼夜別では｢昼間｣が55.1％と多く､｢夜間｣は44.9％となっています。

月別では｢12月｣が最も多く､次いで｢１月｣となっています。

昼夜別月別では｢12月の夜間｣が最も多くなっています。

月別の夜間構成率では｢11月｣(61.5％)が最も高く､｢７月｣(24.4％)が最も低くなっています。

昼間

55.1%

夜間

44.9%

※ ｢観光娯楽｣には､スポーツ等を含む。
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(４) 道路形状・行動類型別

横断歩道 同 付 近 そ の 他 小 計

交 差 点  245 11 58 314 4 1 12 331 

直 線 83 10 1 58 69 6 2 42 202 

カ ー ブ 7 4  3 7  1 1 16 

そ の 他 6 1 2 11 14 2 3 117 142 

96 260 14 130 404 12 7 172 691  

13.9% 37.6% 2.0% 18.8% 58.5% 1.7% 1.0% 24.9% 100.0%  

(５) 免許有無・原因別

横断不適 通行区分 飛び出し そ の 他 小 計 構 成 率 構 成 率

免許あり 38 19 1 19 77 19.1% 326 403 58.3%

免許なし 46 8 18 13 85 29.5% 203 288 41.7%

84 27 19 32 162 23.4% 529 691 100.0%  

12.2% 3.9% 2.7% 4.6% 23.4% 76.6% 100.0%  

合 計

構 成 率

原因なし
等

合 計原 因 あ り

構 成 率

そ の 他 合 計

合 計

通 行 中 路上作業 路上横臥
横 断 中

道路形状別では｢交差点｣が47.9％で最も多く､次いで｢直線｣となっています。

行動類型別では｢横断歩道横断中｣が最も多く､｢横断中｣の小計は58.5％を占めています。

道路形状別行動類型別では｢交差点の横断歩道横断中｣が最も多くなっています。
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免許の有無別では｢免許あり｣が58.3％を占め､｢免許なし｣は41.7％となっています。

原因別では｢原因あり｣が23.4％を占め､特に｢横断不適｣が多くなっています。

免許有無別原因別では｢免許なしの横断不適｣が最も多く､原因ありの構成率を比較すると､｢免許なし｣

(29.5％)は｢免許あり｣(19.1％)の1.5倍高くなっています。

原因あり

23.4%

原因なし等

76.6%

※1 ｢免許あり｣とは事故当時運転免許を保有していた者で､免許取消しや返納等､過去に保有していた者は含まない。
2 歩行者の原因の｢横断不適｣とは､横断歩道外横断や直前横断等､｢通行区分｣とは車道通行等をいう。
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１ 死者の着用状況・着用率の推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

着 用 28 19 28 20 23 12 13 20 15 22 24  

58.3% 33.3% 48.3% 47.6% 56.1% 52.2% 39.4% 46.5% 57.7% 61.1% 61.5%

非 着 用 20 38 29 21 16 10 20 23 10 14 14  

41.7% 66.7% 50.0% 50.0% 39.0% 43.5% 60.6% 53.5% 38.5% 38.9% 35.9%

着用不明 - - 1 1 2 1 - - 1 - 1  

48 57 58 42 41 23 33 43 26 36 39  

茨 城 98.1% 98.1% 97.9% 98.4% 97.8% 98.0% 98.2% 97.8% 97.7% 99.1% 98.9%  

32位 38位 41位 37位 45位 44位 45位 46位 47位 29位 40位  

全国平均 98.4% 98.4% 98.6% 98.8% 98.8% 99.0% 99.1% 99.1% 99.2% 99.2% 99.1%  

茨 城 93.2% 88.7% 93.7% 92.4% 92.3% 92.1% 88.8% 92.1% 91.2% 95.8% 93.9%  

全国平均 94.6% 94.9% 95.2% 95.9% 95.9% 96.5% 96.7% 96.9% 97.1% 96.8% 96.5%  

茨 城 31.9% 30.3% 30.2% 27.9% 35.8% 31.5% 37.7% 34.7% 49.2% 45.8% 45.2%  

全国平均 35.1% 36.0% 36.4% 38.0% 39.2% 40.3% 42.9% 42.9% 43.7% 45.5% 45.8%  

死 者 数

構 成 率

構 成 率

四輪車死者数 合計

着

用

率

調

査

運転者

助手席

後部座席

順 位

非着用

着用
着用不明

96%

97%

98%

99%

100%

運
転
者
の
着
用
率(

％)

一
般
道
路
に
お
け
る

茨城

全国

20 

38 
29 

21 
16 

10 

20 23 

10 
14 14 

28 

19 
28 

20 
23 

12 

13 

20 

15 

22 24 

1

1
2

1
1

1

20

40

60

四
輪
車
死
者
数(
人)

シ ー ト ベ ル ト の 着 用 状 況第

10

令和７年の一般道路における運転者のシートベルト着用状況(着用率)は98.9％､助手席93.9％､後部座席45.2％

で､すべての座席において全国平均を下回っており､運転者着用率の全国順位は40位となっています。

シートベルト非着用の死者数は増減を繰り返して推移､令和７年は前年と同数でした。

※1 ｢死者数｣とは､小型特殊車等を含む四輪車乗車中の全ての死者をいい､同乗者を含む。
2 ｢着用率｣は一般道路における調査結果で､JAF(日本自動車連盟)と警察の合同調査。表内｢順位｣は､着用率の高い順。
3 後部座席シートベルト着用義務化の法施行は､平成20年6月である。
4 シートベルト着用状況の統計開始は､平成２年である。
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２ 損傷の程度別着用状況

死 亡 重 傷 軽 傷 合 計

24 213 5,272 5,509  

61.5% 89.5% 96.5% 96.0%  

14 25 180 219  

35.9% 10.5% 3.3% 3.8%  

1 - 9 10  

2.6%  0.2% 0.2%  

39 238 5,461 5,738  

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%  

３ 時間別着用状況

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

 0～ 2  2～ 4  4～ 6  6～ 8  8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計

77 40 64 565 656 671 702 785 934 641 257 117 5,509  

90.6% 87.0% 91.4% 97.6% 96.2% 96.1% 95.5% 95.6% 96.9% 97.0% 94.5% 93.6% 96.0%  

- - 2 2 - 4 4 5 3 2 1 1 24  

8 6 5 14 25 27 32 36 25 18 15 8 219  

9.4% 13.0% 7.1% 2.4% 3.7% 3.9% 4.4% 4.4% 2.6% 2.7% 5.5% 6.4% 3.8%  

1 1 2 - - 1 2 4 1 1 - 1 14  

- - 1 - 1 - 1 - 5 2 - - 10  

- - 1.4% - 0.1% - 0.1% - 0.5% 0.3% - - 0.2%  

- - 1 - - - - - - - - - 1  

85 46 70 579 682 698 735 821 964 661 272 125 5,738  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
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損傷程度が重くなるにつれて､シートベルト非着用者の構成率が高くなっています。

着用

非着用

着用者構成率は｢２～４時｣が87.0％と最も低くなっています。
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４ 主な損傷部位・着用別死者数

※ 上記グラフには｢着用不明｣を除く。

頭 部 胸 部 腹 部 頸 部 腰 背 部 腕 脚 部 そ の 他 合 計

7 9 4 2 1 1 - 24  

29.2% 37.5% 16.7% 8.3% 4.2% 4.2%  100.0%  

3 9 - 1 - - 1 14  

21.4% 64.3%  7.1%   7.1% 100.0%  

- - - - - - 1 1  

      100.0% 100.0%  

10 18 4 3 1 1 2 39  

25.6% 46.2% 10.3% 7.7% 2.6% 2.6% 5.1% 100.0%  

合 計

構 成 率

死
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着 用

構 成 率

非 着 用

構 成 率

着用不明
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21.4%

37.5%

64.3%

16.7% 8.3%

7.1%

4.2%

4.2%

7.1%

着用

非着用

着用

非着用

着用不明

着用は｢胸部｣が37.5％で最も多く､次いで｢頭部｣(29.2％)となっています。

非着用は｢胸部｣が64.3％で最も多く､次いで｢頭部｣(21.4％)となっています。
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５ 年齢層別着用状況

(１) 死傷者数

20歳未満 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60 歳 代 70 歳 代 80歳以上 合 計  

358 903 952 1,103 1,095 576 390 132 5,509  

6.5% 16.4% 17.3% 20.0% 19.9% 10.5% 7.1% 2.4% 100.0%  

42 31 40 29 23 21 18 15 219  

19.2% 14.2% 18.3% 13.2% 10.5% 9.6% 8.2% 6.8% 100.0%  

6 - 1 1 - 1 1 - 10  

60.0%  10.0% 10.0%  10.0% 10.0%  100.0%  

406 934 993 1,133 1,118 598 409 147 5,738  

7.1% 16.3% 17.3% 19.7% 19.5% 10.4% 7.1% 2.6% 100.0%

(２) 死者数

20歳未満 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60 歳 代 70 歳 代 80歳以上 合 計

- 3 2 1 5 3 6 4 24  

 12.5% 8.3% 4.2% 20.8% 12.5% 25.0% 16.7% 100.0%  

2 1 - 1 - 1 4 5 14  

14.3% 7.1%  7.1%  7.1% 28.6% 35.7% 100.0%  

- - - 1 - - - - 1  

   100.0%     100.0%  

2 4 2 3 5 4 10 9 39  

5.1% 10.3% 5.1% 7.7% 12.8% 10.3% 25.6% 23.1% 100.0%  

※ ｢死者数｣は｢死傷者数｣の内数である。
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着用では｢40歳代｣が最も多く､次いで｢50歳代｣となっています。

非着用では｢20歳未満｣が最も多く､次いで｢30歳代｣となっています。

着用では｢70歳代｣が最も多く､次いで｢50歳代｣となっています。

非着用では｢80歳以上｣が最も多く､次いで｢70歳代｣となっています。
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６ ６歳未満幼児のチャイルドシート着用状況

(１) 推移(平成27年～令和7年)

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

着 用 143 157 116 92 98 54 46 62 49 50 51  

うち死者数 - - - - - - 1 - - - -  

74.5% 82.2% 75.8% 70.2% 83.1% 76.1% 75.4% 78.5% 80.3% 82.0% 91.1%

非 着 用 49 34 35 39 19 17 15 16 11 11 5  

うち死者数 - 1 - - - - - - - - -  

25.5% 17.8% 22.9% 29.8% 16.1% 23.9% 24.6% 20.3% 18.0% 18.0% 8.9%

着用不明 - - 2 - 1 - - 1 1 - -  

192 191 153 131 118 71 61 79 61 61 56  

茨 城 59.0% 62.8% 59.8% 56.0% 65.5%   79.4% 81.9% 65.2% 85.5%  

33位 25位 32位 41位 31位 - - 15位 16位 43位 20位  

全国平均 62.7% 64.2% 64.1% 66.2% 70.5%   74.5% 76.0% 78.2% 82.4%  

(２) チャイルドシート着用有無・年齢別

死 傷 者 数

構 成 率

構 成 率

合 計

着用率調査 順 位

着用不明

非着用

着用

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合 計 構成率

乳 児 用 9 3 1 1 - - 14 25.0%

幼 児 用 - 2 4 8 11 10 35 62.5%

学 童 用 - - - - 1 1 2 3.6%

組 込 式 - - - - - - -  

ベルト型 - - - - - - -  

9 5 5 9 12 11 51 91.1%

- 1 - 1 - 3 5 8.9%

- - - - - - -  

9 6 5 10 12 14 56 100.0%合 計
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着用は｢幼児用｣､年齢別では｢5歳｣が最も多くなっています。

令和７年のチャイルドシート着用状況(着用率)は85.5％で過去最高率を更新し､全国順位は20位でした。

チャイルドシート非着用の死傷者数は減少傾向で推移し､令和７年は統計資料の残る平成２年以降最少となり

ました。
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※1 対象は､四輪車乗車中の死傷者数のうち､年齢が６歳未満の幼児とした。
2 死者数は内数である。
3 チャイルドシート着用以外(大人用着用、非着用)は､一括して｢非着用｣に計上した。
4 ｢着用率｣はJAFと警察の合同調査結果で､表内｢順位｣は着用率の高い順。ただし令和2年･3年は新型コロナ感染症の影響に
より調査中止。
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